
第
３
節

心
疾
患
が
あ
る
方
の
ケ
ア

心
疾
患
の
基
本
的
理
解

(1
)心
疾
患
の
特
徴

・
心

疾
患

14
は

高
齢

者
の

多
く

に
発

症
す

る
可

能
性

が
あ

る
コ

モ
ン

・
デ

ィ
ジ

ー
ズ

で
あ

り
、

罹
患

者
の

総
数

が
今

後
も

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
心

疾
患

は
根

治
が

望
め

な
い

進
行

性
か

つ
、

致
死

性
の

悪
性

疾
患

で
あ

る
。

・
心

疾
患

患
者

の
大

半
が

心
疾

患
以

外
の

疾
患

を
併

発
し

て
お

り
、

再
入

院
の

予
防

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

管
理

に
お

い
て

は
、

併
存

疾
患

（
特

に
腎

疾
患

と
糖

尿

病
）

の
管

理
に

も
留

意
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
心

疾
患

は
再

発
し

た
場

合
に

急
に

状
態

が
悪

化
し

、
再

入
院

に
至

る
。

入
院

時
の

治
療

を
経

て
退

院
す

る
と

一
定

程
度

心
機

能
や

日
常

生
活

自
立

度
が

改
善

す
る

が
、

い
ず

れ
ま

た
状

態
が

急
に

悪
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

つ
ま

り
、

他
の

疾
患

と
比

較
し

て
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

と
改

善
を

繰
り

返
し

な
が

ら
、

徐
々

に
疾

患
の

状

況
が

進
行

し
て

い
く

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
な

お
、

急
激

な
状

態
の

悪
化

に
関

し
て

は
、

心
疾

患
の

再
発

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
の

急
激

な
健

康
状

態
の

悪
化

を
予

防
す

る
よ

う
な

対
応

も
必

要
と

な
る

。
具

体

的
に

は
、

感
染

症
の

予
防

、
貧

血
や

腎
不

全
の

予
防

と
い

っ
た

視
点

も
持

ち
、

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

(2
)心
疾
患
の
あ
る
要
介
護
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
心

疾
患

の
あ

る
要

介
護

者
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

再
入

院
の

予
防

（
急

激
な

状
態

の
悪

化
の

予
防

）
が

極
め

て
重

要
と

な
り

、
そ

の
た

め
に

は
確

実
に

服

薬
で

き
る

こ
と

の
支

援
、

体
重

や
水

分
・

塩
分

の
摂

取
及

び
排

泄
状

況
の

管
理

等
、

医
学

的
な

管
理

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
か

か
り

つ
け

医
（

加
え

て
、

必
要

に
応

じ
て

循
環

器
科

の
専

門
医

）
、

看
護

師
（

あ
る

い
は

訪
問

看
護

師
）

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

と
い

っ
た

専

門
職

と
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

、
他

の
疾

患
以

上
に

重
要

と
な

る
。

・
ま

た
、

医
学

的
な

管
理

の
重

要
性

と
そ

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
、

本
人

及
び

家
族

等
が

理
解

し
、

継
続

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
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る
。

心
疾

患
の

状
態

を
把

握
す

る
管

理
ツ

ー
ル

の
導

入
・

活
用

が
進

ん
で

い
る

地
域

で
あ

れ
ば

、
こ

う
し

た
ツ

ー
ル

の
活

用
も

推
奨

さ
れ

る
。

・
一

方
、

日
常

生
活

の
負

荷
を

お
そ

れ
て

活
動

量
を

過
度

に
下

げ
て

し
ま

う
こ

と
は

、
体

力
の

維
持

（
廃

用
予

防
）

、
社

会
的

活
動

の
維

持
に

よ
る

精
神

的
な

健
康

の

維
持

を
妨

げ
る

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

医
師

の
指

示
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

本
人

の
そ

れ
ま

で
の

生
活

歴
に

応
じ

た
社

会
的

活
動

と
参

加
が

維
持

さ
れ

る
よ

う

に
支

援
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
日

常
的

な
生

活
機

能
の

維
持

に
関

し
て

は
、

「
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

の
連

携
が

有
効

で
あ

り
、

地
域

に
お

い
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る

社
会

資
源

が
活

用
で

き
る

場
合

は
、

積
極

的
に

連
携

・
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。
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心
疾
患
Ⅰ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

︓
心

疾
患

Ⅰ
期

 （
退

院
後

の
期

間
が

短
く、

医
療

との
関

わ
りが

強
い

状
況

に
あ

る
時

期
）

・退
院

後
の

期
間

が
短

く、
医

療
との

関
わ

りが
強

い
状

況
に

あ
る

時
期

。
・前

倒
しの

場
合

に
は

、目
標

の
再

設
定

が
必

要
で

、後
ろ

倒
しの

場
合

に
は

何
故

状
態

の
改

善
が

遅
くな

って
い

る
の

か
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

・モ
ニ

タリ
ン

グ
の

時
期

は
、本

人
の

状
態

の
変

化
を

み
て

、柔
軟

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発

予
防

や
生

活
の

悪
化

防
止

の
た

め
に

、起
因

とな
って

い
る

生
活

習
慣

病
の

管
理

の
理

解
が

必
要

。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定

期
的

な
受

診
を

維
持

す
る

こと
で

、治
療

の
実

効
性

を
高

め
る

。病
気

に
対

す
る

不
安

を
除

去
して

、生
活

が
縮

小
す

る
こと

な
く、

生
活

改
善

を
目

指
す

。
・本

人
・家

族
等

が
日

常
の

状
態

と異
常

の
状

態
の

両
方

を
理

解
す

る
こと

で
、異

常
の

発
見

、病
状

の
悪

化
を

把
握

。
2 

服
薬

の
必

要
性

や
薬

の
管

理
を

理
解

し
、服

薬
が

確
認

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・自

宅
で

の
療

養
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

、本
人

・家
族

等
が

自
ら服

薬
を

管
理

で
き

る
よ

う、
服

薬
の

必
要

性
と医

師
か

らの
指

示
内

容
を

理
解

で
き

る
よ

うに
支

援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

・処
方

され
た

薬
が

適
切

に
管

理
され

、適
切

な
服

薬
が

継
続

され
る

よ
うに

、本
人

・家
族

等
に

加
え

、ケ
ア

に
携

わ
る

他
の

メン
バ

ー
や

専
門

職
と連

携
して

支
援

体
制

を
整

備
。

・再
発

予
防

や
生

活
の

悪
化

防
止

の
た

め
に

は
、併

存
疾

患
の

把
握

と管
理

が
必

要
。

・併
存

疾
患

に
関

す
る

か
か

りつ
け

医
や

看
護

師
な

どと
の

情
報

交
換

を
行

うと
とも

に
、

併
存

疾
患

の
管

理
に

対
す

る
本

人
・家

族
等

の
理

解
を

深
め

る
支

援
も

重
要

。（
※

各
疾

患
の

個
別

的
な

理
解

は
本

シ
ー

トの
対

象
外

）

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

・短
期

間
で

の
体

重
増

加
は

症
状

の
急

性
増

悪
を

強
く示

唆
す

る
た

め
、再

入
院

や
悪

化
防

止
の

た
め

に
は

、本
人

・家
族

等
に

よ
る

日
常

的
な

体
重

管
理

が
重

要
。そ

の
た

め
に

、本
人

・家
族

等
が

体
重

管
理

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

支
援

が
必

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施
・憎

悪
が

疑
わ

れ
た

場
合

に
は

、活
動

制
限

、食
塩

制
限

を
厳

しく
す

る
とと

も
に

、速
や

か
な

受
診

が
必

要
。

・過
度

な
塩

分
・水

分
摂

取
は

心
臓

の
負

担
とな

る
。

・本
人

・家
族

等
が

そ
の

人
に

必
要

な
塩

分
・水

分
量

と日
常

的
に

摂
取

して
い

る
塩

分
・水

分
量

を
把

握
す

る
体

制
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

1
体

重
の

管
理

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
が

理
解

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コン
ト

ロ
ー

ル想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1 
再

入
院

の
予

防
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心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・過
度

な
塩

分
・水

分
摂

取
は

心
臓

の
負

担
とな

る
。特

に
、心

疾
患

の
あ

る
方

の
場

合
に

は
、「

日
常

的
な

習
慣

」に
お

け
る

塩
分

摂
取

量
が

既
に

多
い

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、生

活
改

善
の

た
め

に
は

、ま
ず

日
常

の
摂

取
量

を
把

握
す

る
こと

が
重

要
。

・本
人

・家
族

等
が

日
常

の
塩

分
・水

分
の

摂
取

量
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

・心
機

能
が

低
下

して
い

る
人

は
か

らだ
に

水
分

が
た

ま
りや

す
い

た
め

、心
臓

へ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
に

、水
分

の
摂

取
状

況
の

把
握

、必
要

に
応

じた
摂

取
量

の
制

限
が

必
要

。
・排

泄
は

病
気

の
バ

ロメ
ー

ター
に

も
な

る
た

め
、本

人
の

普
段

の
排

泄
パ

ター
ン

か
らの

逸
脱

の
程

度
を

観
察

す
る

こと
で

、異
常

の
早

期
発

見
に

役
立

つ
。そ

の
た

め
、本

人
の

排
尿

や
排

便
の

日
常

の
状

態
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

。

・血
圧

の
適

切
な

管
理

は
、急

性
期

と慢
性

期
の

予
後

改
善

に
とっ

て
極

め
て

重
要

。

・本
人

・家
族

等
が

目
標

血
圧

を
理

解
し、

日
々

の
血

圧
を

確
認

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

・血
圧

の
変

動
は

日
常

生
活

の
範

囲
の

制
限

を
生

じる
。家

庭
血

圧
は

治
療

方
針

・内
容

に
大

き
く影

響
を

与
え

る
た

め
、適

切
に

計
測

され
る

よ
う支

援
。不

整
脈

の
発

生
状

況
の

確
認

も
重

要
。

・再
入

院
の

予
防

に
向

け
て

は
、疾

患
の

状
況

に
合

わ
せ

た
医

師
の

指
導

に
よ

る
適

切
な

活
動

制
限

と安
静

が
必

要
。

・本
人

・家
族

等
が

疾
患

の
特

性
や

医
師

か
らの

日
常

的
な

活
動

に
お

け
る

制
限

の
指

示
を

理
解

し、
制

限
を

守
り安

静
に

生
活

で
き

る
環

境
を

整
え

る
支

援
が

必
要

。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢

者
は

抵
抗

力
の

低
下

に
よ

り様
々

な
感

染
症

に
か

か
りや

す
い

状
態

に
あ

る
。ま

た
、一

度
疾

病
に

罹
患

す
る

と、
回

復
が

遅
か

った
り急

激
に

悪
化

した
りす

る
こと

が
あ

る
た

め
、感

染
症

を
予

防
す

る
こと

が
重

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本

人
・家

族
等

が
感

染
症

の
予

防
に

向
け

た
取

り組
み

の
必

要
性

を
理

解
し、

感
染

症
の

予
防

に
向

け
た

取
り組

み
を

行
え

る
体

制
を

整
え

る
。

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理
8 

血
圧

の
コン

ト
ロ

ー
ル

が
継

続
的

に
実

施
さ

れ
る

体
制

を
整

え
る

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コン
ト

ロ
ー

ル

1 
再

入
院

の
予

防
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心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・心
疾

患
患

者
に

とっ
て

生
活

に
お

け
る

長
時

間
の

活
動

（
例

︓
旅

行
、墓

参
り、

運
動

等
）

は
急

性
増

悪
の

リス
クと

な
る

。

・本
人

・家
族

等
が

長
時

間
の

活
動

が
必

要
な

場
合

の
注

意
事

項
へ

の
理

解
を

深
め

、
必

要
に

応
じて

医
師

か
らの

指
示

・指
導

に
基

づ
い

た
対

応
を

行
う体

制
を

整
え

る
。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

・急
激

な
気

温
の

変
化

は
、血

圧
が

急
激

に
上

が
る

き
っか

け
の

一
つ

で
あ

る
。血

圧
の

変
動

は
再

発
に

つ
な

が
る

重
要

な
リス

クフ
ァク

ター
とし

て
、確

認
・管

理
を

行
うこ

とが
必

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・日

常
生

活
に

お
い

て
、気

温
差

が
縮

小
され

る
よ

うな
体

制
を

整
え

る
。

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

・強
い

負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

（
段

差
・階

段
の

昇
降

、洗
濯

行
為

に
お

け
る

うつ
む

い
た

り持
ち

上
げ

た
りす

る
動

作
等

）
は

、心
臓

へ
の

強
い

不
可

とな
る

リス
クが

あ
る

。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・自

宅
で

の
行

動
の

状
況

、強
い

負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

。
・慢

性
心

不
全

に
よ

る
活

動
能

力
の

低
下

は
、Ｑ

Ｏ
Ｌ

と充
実

度
の

低
下

に
つ

な
が

る
た

め
、運

動
能

力
の

み
な

らず
、心

理
的

状
態

、認
識

能
力

、社
会

的
環

境
等

に
依

存
す

る
活

動
能

力
の

評
価

が
重

要
。

・本
人

の
日

常
生

活
に

お
け

る
活

動
範

囲
、活

動
と参

加
の

状
況

や
、本

人
が

どの
よ

う
な

暮
らし

を
望

む
の

か
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
備

。
・危

険
が

大
き

く伴
う行

動
を

予
め

確
認

し、
本

人
の

日
常

生
活

の
活

動
に

伴
い

発
生

す
る

リス
クを

判
断

で
き

る
体

制
を

整
備

。
・疾

患
の

状
況

に
応

じた
生

活
・暮

らし
方

の
実

現
に

向
け

、医
療

的
な

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

受
け

る
こと

も
重

要
。そ

の
た

め
、他

の
専

門
職

と情
報

共
有

を
行

い
、支

援
体

制
を

整
備

。
・医

療
的

な
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
は

、運
動

療
法

、食
事

療
法

、生
活

習
慣

へ
の

介
入

と
心

理
的

介
入

で
構

成
され

、主
要

な
目

的
は

①
心

機
能

の
改

善
、②

骨
格

筋
機

能
改

善
、③

自
律

神
経

活
性

改
善

で
あ

る
。

14
 本

人
が

望
む

暮
ら

し
の

意
向

の
把

握
と活

動
・参

加
の

状
況

を
維

持
・改

善
す

る
体

制
を

整
え

る

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

2-
1-

1 
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

15
 医

療
的

な
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
を

受
け

る
こと

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

1-
2-

6
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上

1 
再

入
院

の
予

防
1-

3 
療

養
を

続
け

る
た

め
の

環
境

・体
制

の
整

備

112



心
疾
患
Ⅰ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・A
D

L/
IA

D
Lの

状
態

を
定

期
的

に
把

握
して

、サ
ー

ビス
が

な
くて

も
転

倒
予

防
や

歩
行

機
能

の
回

復
が

図
られ

る
状

態
に

つ
な

が
る

よ
うに

、適
宜

支
援

を
見

直
す

。
・本

来
有

す
る

機
能

、あ
る

い
は

残
存

機
能

に
応

じた
AD

L/
IA

D
Lを

発
揮

す
る

こと
が

出
来

る
よ

うに
体

制
を

整
え

る
。そ

の
こと

が
、本

人
の

機
能

向
上

を
目

指
す

。
・入

浴
は

慢
性

心
疾

患
患

者
に

お
い

て
禁

忌
で

は
な

く、
適

切
な

入
浴

法
を

用
い

る
と負

荷
軽

減
効

果
に

よ
り臨

床
症

状
の

改
善

に
も

効
果

が
示

され
る

。
・本

人
の

入
浴

へ
の

意
向

、入
浴

習
慣

・環
境

の
把

握
、専

門
職

か
らの

指
導

を
踏

ま
え

、入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

備
。

・不
眠

症
を

は
じめ

とす
る

多
くの

睡
眠

障
害

は
循

環
器

疾
患

の
リス

ク要
因

で
あ

り、
十

分
な

休
養

を
取

らな
い

と再
入

院
の

リス
クが

高
ま

る
た

め
、休

養
・睡

眠
の

確
保

が
な

さ
れ

る
よ

う支
援

。
・睡

眠
障

害
の

予
兆

や
睡

眠
時

の
状

況
変

化
を

把
握

す
る

体
制

の
整

備
。

19
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫

煙
は

あ
らゆ

る
心

疾
患

の
危

険
因

子
で

あ
り、

心
疾

患
患

者
の

禁
煙

は
死

亡
率

や
再

入
院

率
の

低
減

に
つ

な
が

る
た

め
、医

師
か

らの
指

導
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、必

要
に

応
じて

禁
煙

が
実

現
で

き
る

よ
うな

体
制

の
整

備
。

・退
院

後
の

生
活

に
お

い
て

は
、本

人
の

自
己

管
理

能
力

が
重

要
で

あ
り、

自
己

管
理

能
力

を
向

上
させ

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
で

、予
後

の
改

善
を

目
指

す
。

・特
に

考
慮

しな
け

れ
ば

い
け

な
い

生
活

習
慣

（
例

︓
飲

酒
、運

動
等

）
は

医
師

か
ら

の
指

示
内

容
や

本
人

・家
族

の
意

向
を

確
認

の
うえ

、生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
を

本
人

・家
族

等
が

受
け

入
れ

る
よ

う支
援

。
・抑

うつ
や

不
安

等
の

精
神

症
状

や
不

十
分

な
ソ

ー
シ

ャル
サ

ポ
ー

トは
、心

疾
患

患
者

の
予

後
に

影
響

す
る

た
め

、精
神

的
な

支
援

の
検

討
が

必
要

。
・本

人
・家

族
等

が
抱

え
る

不
安

の
状

況
や

程
度

を
把

握
し、

必
要

に
応

じて
専

門
家

に
つ

な
ぐ体

制
の

整
備

。

2-
1-

5 
禁

煙
の

実
現

の
支

援

17
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

18
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

3 
入

浴
習

慣
の

支
援

2-
1-

4 
休

養
・睡

眠
の

支
援

16
 A

D
L/

IA
D

Lの
定

期
的

な
把

握
と機

能
の

向
上

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

2-
1-

2 
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

6 
本

人
・家

族
等

へ
の

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
の

支
援

20
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2 

心
理

的
な

支
援

21
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
2-

2 
心

理
的

な
支

援

2-
1 

心
疾

患
の

状
況

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

2 
生

活
機

能
の

維
持

・向
上
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心
疾
患
Ⅱ
期

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

︓
心

疾
患

Ⅱ
期

 （
状

態
が

安
定

か
ら不

安
定

な
状

況
に

あ
る

時
期

）

・状
態

が
安

定
か

ら不
安

定
な

状
況

に
あ

る
時

期
。

・前
倒

しの
場

合
に

は
、目

標
の

再
設

定
が

必
要

で
、後

ろ
倒

しの
場

合
に

は
何

故
状

態
の

改
善

が
遅

くな
って

い
る

の
か

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
・モ

ニ
タリ

ン
グ

の
時

期
は

、本
人

の
状

態
の

変
化

を
み

て
、柔

軟
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

1 
疾

患
の

理
解

を
支

援
し

、定
期

的
に

診
察

が
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・再
発

予
防

や
生

活
の

悪
化

防
止

の
た

め
に

、起
因

とな
って

い
る

生
活

習
慣

病
の

管
理

の
理

解
が

必
要

。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・定

期
的

な
受

診
を

維
持

す
る

こと
で

、治
療

の
実

効
性

を
高

め
る

。病
気

に
対

す
る

不
安

を
除

去
して

、生
活

が
縮

小
す

る
こと

な
く、

生
活

改
善

を
目

指
す

。
・本

人
・家

族
等

が
日

常
の

状
態

と異
常

の
状

態
の

両
方

を
理

解
す

る
こと

で
、異

常
の

発
見

、病
状

の
悪

化
を

把
握

。
・自

宅
で

の
療

養
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

、本
人

・家
族

等
が

自
ら服

薬
を

管
理

で
き

る
よ

う、
服

薬
の

必
要

性
と医

師
か

らの
指

示
内

容
を

理
解

で
き

る
よ

うに
支

援
。

・処
方

され
た

薬
が

適
切

に
管

理
され

、適
切

な
服

薬
が

継
続

され
る

よ
うに

、本
人

・家
族

等
に

加
え

、ケ
ア

に
携

わ
る

他
の

メン
バ

ー
や

専
門

職
と連

携
して

支
援

体
制

を
整

備
。

・再
発

予
防

や
生

活
の

悪
化

防
止

の
た

め
に

は
、併

存
疾

患
の

把
握

と管
理

が
必

要
。

・併
存

疾
患

に
関

す
る

か
か

りつ
け

医
や

看
護

師
な

どと
の

情
報

交
換

を
行

うと
とも

に
、併

存
疾

患
の

管
理

に
対

す
る

本
人

・家
族

等
の

理
解

を
深

め
る

支
援

も
重

要
。（

※
各

疾
患

の
個

別
的

な
理

解
は

本
シ

ー
トの

対
象

外
）

・短
期

間
で

の
体

重
増

加
は

症
状

の
急

性
増

悪
を

強
く示

唆
す

る
た

め
、再

入
院

や
悪

化
防

止
の

た
め

に
は

、本
人

・家
族

等
に

よ
る

日
常

的
な

体
重

管
理

が
重

要
。そ

の
た

め
に

、本
人

・家
族

等
が

体
重

管
理

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

支
援

が
必

要
。

・憎
悪

が
疑

わ
れ

た
場

合
に

は
、活

動
制

限
、食

塩
制

限
を

厳
しく

す
る

とと
も

に
、速

や
か

な
受

診
が

必
要

。
・過

度
な

塩
分

・水
分

摂
取

は
心

臓
の

負
担

とな
る

。
・本

人
・家

族
等

が
そ

の
人

に
必

要
な

塩
分

・水
分

量
と日

常
的

に
摂

取
して

い
る

塩
分

・
水

分
量

を
把

握
す

る
体

制
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

支
援

の
概

要
、必

要
性

3 
併

存
疾

患
（

腎
機

能
の

低
下

に
か

か
わ

る
疾

患
、

糖
尿

病
（

糖
尿

病
性

腎
症

）
、そ

の
他

の
疾

患
な

ど）
を

把
握

し
療

養
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
体

重
の

管
理

1-
1-

3
併

存
疾

患
の

把
握

と療
養

の
支

援

1-
1-

1
基

本
的

な
疾

患
管

理
の

支
援

1-
1-

2
服

薬
支

援

1 
再

入
院

の
予

防

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コン
ト

ロ
ー

ル

5 
適

切
な

塩
分

・水
分

摂
取

量
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

2 
服

薬
の

必
要

性
や

薬
の

管
理

を
理

解
し

、服
薬

が
確

認
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
服

薬
の

継
続

が
で

き
る

よ
う特

に
留

意
し

て
実

施

4 
体

重
管

理
の

重
要

性
を

理
解

し
、継

続
的

に
日

々
の

体
重

管
理

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
1 

疾
患

の
理

解
と

確
実

な
服

薬 1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理
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心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・過
度

な
塩

分
・水

分
摂

取
は

心
臓

の
負

担
とな

る
。特

に
、心

疾
患

の
あ

る
方

の
場

合
に

は
、「

日
常

的
な

習
慣

」に
お

け
る

塩
分

摂
取

量
が

既
に

多
い

可
能

性
が

大
き

い
た

め
、

生
活

改
善

の
た

め
に

は
、ま

ず
日

常
の

摂
取

量
を

把
握

す
る

こと
が

重
要

。
・本

人
・家

族
等

が
日

常
の

塩
分

・水
分

の
摂

取
量

を
把

握
で

き
る

体
制

を
整

え
る

こと
が

重
要

。
・心

機
能

が
低

下
して

い
る

人
は

か
らだ

に
水

分
が

た
ま

りや
す

い
た

め
、心

臓
へ

の
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

に
、水

分
の

摂
取

状
況

の
把

握
、必

要
に

応
じた

摂
取

量
の

制
限

が
必

要
。

・排
泄

は
病

気
の

バ
ロメ

ー
ター

に
も

な
る

た
め

、本
人

の
日

常
的

な
排

泄
パ

ター
ン

か
らの

逸
脱

の
程

度
を

観
察

す
る

こと
で

、異
常

の
早

期
発

見
に

役
立

つ
。そ

の
た

め
、本

人
の

排
尿

や
排

便
の

日
常

の
状

態
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

。
・血

圧
の

適
切

な
管

理
は

、急
性

期
と慢

性
期

の
予

後
改

善
に

とっ
て

極
め

て
重

要
。

・本
人

・家
族

等
が

目
標

血
圧

を
理

解
し、

日
々

の
血

圧
を

確
認

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

・血
圧

の
変

動
は

日
常

生
活

の
範

囲
の

制
限

を
生

じる
。家

庭
血

圧
は

治
療

方
針

・内
容

に
大

き
く影

響
を

与
え

る
た

め
、適

切
に

計
測

され
る

よ
う支

援
。不

整
脈

の
発

生
状

況
の

確
認

も
重

要
。

・再
入

院
の

予
防

に
向

け
て

は
、疾

患
の

状
況

に
合

わ
せ

た
医

師
の

指
導

に
よ

る
適

切
な

活
動

制
限

と安
静

が
必

要
。

・本
人

・家
族

等
が

疾
患

の
特

性
や

医
師

か
らの

日
常

的
な

活
動

に
お

け
る

制
限

の
指

示
を

理
解

し、
制

限
を

守
り安

静
に

生
活

で
き

る
環

境
を

整
え

る
支

援
が

必
要

。

10
 感

染
症

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

を
うな

が
す

体
制

を
整

え
る

・高
齢

者
は

抵
抗

力
の

低
下

に
よ

り様
々

な
感

染
症

に
か

か
りや

す
い

状
態

に
あ

る
。ま

た
、一

度
疾

病
に

罹
患

す
る

と、
回

復
が

遅
か

った
り急

激
に

悪
化

した
りす

る
こと

が
あ

る
た

め
、感

染
症

を
予

防
す

る
こと

が
重

要
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・本

人
・家

族
等

が
感

染
症

の
予

防
に

向
け

た
取

り組
み

の
必

要
性

を
理

解
し、

感
染

症
の

予
防

に
向

け
た

取
り組

み
を

行
え

る
体

制
を

整
え

る
。

1-
2-

4
活

動
制

限
が

守
ら

れ
る

こと
の

支
援

8 
血

圧
の

コン
ト

ロ
ー

ル
が

継
続

的
に

実
施

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る

1 
再

入
院

の
予

防

9 
活

動
制

限
と安

静
の

必
要

性
を

本
人

・家
族

等
が

理
解

し
、そ

の
制

限
が

守
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

6 
食

事
か

ら
の

栄
養

の
摂

取
状

況
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

3
血

圧
の

管
理

7 
そ

の
人

と生
活

に
合

った
水

分
の

摂
取

、排
泄

の
状

況
と変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
を

整
え

る

1-
2-

2
塩

分
量

・水
分

量
の

コン
ト

ロ
ー

ル

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理

1-
2-

5
急

性
増

悪
の

予
防
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心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・心
疾

患
患

者
に

とっ
て

生
活

に
お

け
る

長
時

間
の

活
動

（
例

︓
旅

行
、墓

参
り、

運
動

等
）

は
急

性
増

悪
の

リス
クと

な
る

。

・本
人

・家
族

等
が

長
時

間
の

活
動

が
必

要
な

場
合

の
注

意
事

項
へ

の
理

解
を

深
め

、
必

要
に

応
じて

医
師

か
らの

指
示

・指
導

に
基

づ
い

た
対

応
を

行
う体

制
を

整
え

る
。

・急
激

な
気

温
の

変
化

は
、血

圧
が

急
激

に
上

が
る

き
っか

け
の

一
つ

で
あ

る
。血

圧
の

変
動

は
再

発
に

つ
な

が
る

重
要

な
リス

クフ
ァク

ター
とし

て
、確

認
・管

理
を

行
うこ

とが
必

要
。

・日
常

生
活

に
お

い
て

、気
温

差
が

縮
小

され
る

よ
うな

体
制

を
整

え
る

。

・強
い

負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

（
段

差
・階

段
の

昇
降

、洗
濯

行
為

に
お

け
る

うつ
む

い
た

り持
ち

上
げ

た
りす

る
動

作
等

）
は

、心
臓

へ
の

強
い

不
可

とな
る

リス
クが

あ
る

。

・自
宅

で
の

行
動

の
状

況
、強

い
負

荷
が

か
か

る
よ

うな
動

作
の

要
因

とな
る

環
境

を
把

握
す

る
体

制
を

整
え

る
。

・慢
性

心
不

全
に

よ
る

活
動

量
の

低
下

は
、患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
と充

実
度

を
直

接
に

低
下

させ
る

た
め

、そ
の

改
善

は
治

療
の

主
要

な
目

標
で

あ
る

。活
動

能
力

に
応

じた
社

会
的

活
動

は
勧

め
る

べ
き

で
あ

り、
ス

テ
ー

ジ
に

応
じた

本
人

の
活

動
・参

加
の

範
囲

を
維

持
・

拡
大

で
き

る
よ

う支
援

す
る

こと
が

重
要

。
・本

人
の

日
常

生
活

に
お

け
る

活
動

範
囲

、活
動

と参
加

の
状

況
や

、本
人

が
どの

よ
うな

暮
らし

を
望

む
の

か
を

把
握

で
き

る
体

制
の

整
備

。
・疾

患
の

状
況

に
応

じた
生

活
・暮

らし
方

の
実

現
に

向
け

、医
療

的
な

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
や

セ
ル

フケ
ア

の
継

続
が

重
要

。本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
し、

関
連

す
る

他
の

専
門

職
とリ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

や
セ

ル
フケ

ア
が

継
続

で
き

る
体

制
を

整
備

。
・医

療
的

な
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
は

、運
動

療
法

、食
事

療
法

、生
活

習
慣

へ
の

介
入

と
心

理
的

介
入

で
構

成
され

、主
要

な
目

的
は

①
心

機
能

の
改

善
、②

 骨
格

筋
機

能
改

善
、③

自
律

神
経

活
性

改
善

で
あ

る
。

・入
浴

は
慢

性
心

疾
患

患
者

に
お

い
て

禁
忌

で
は

な
く、

適
切

な
入

浴
法

を
用

い
る

と負
荷

軽
減

効
果

に
よ

り臨
床

症
状

の
改

善
に

も
効

果
が

示
され

る
。

・本
人

の
入

浴
へ

の
意

向
、入

浴
習

慣
・環

境
の

把
握

、専
門

職
か

らの
指

導
を

踏
ま

え
、入

浴
を

維
持

で
き

る
体

制
を

整
備

。

12
 気

温
差

の
縮

小
（

居
室

と廊
下

、浴
室

、洗
面

所
、ト

イ
レ

な
ど）

が
な

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

1-
2-

6 
非

日
常

的
な

活
動

の
リス

ク
の

管
理

11
 長

時
間

の
活

動
が

必
要

な
場

合
の

注
意

事
項

の
理

解
を

うな
が

す
体

制
を

整
え

る

14
 本

人
が

望
む

暮
らし

の
意

向
の

把
握

と活
動

・参
加

の
状

況
を

維
持

・改
善

す
る

体
制

を
整

え
る

15
 必

要
な

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

とセ
ル

フケ
ア

を
継

続
で

き
る

体
制

を
整

え
る

2-
1-

1
活

動
と参

加
に

関
わ

る
能

力
の

維
持

・改
善

2-
1-

2
継

続
的

な
リハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョン

の
実

施

2-
1-

3
入

浴
習

慣
の

支
援

1 
再

入
院

の
予

防

2 
生

活
機

能
の

維
持

1-
3-

1
負

荷
の

か
か

る
環

境
の

改
善

16
 入

浴
習

慣
や

入
浴

環
境

を
把

握
し

、過
度

に
お

そ
れ

る
こと

な
く適

切
な

入
浴

を
維

持
で

き
る

体
制

を
整

え
る ※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

特
に

留
意

し
て

実
施

13
 強

く負
荷

が
か

か
る

よ
うな

動
作

の
要

因
とな

る
環

境
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2 

自
己

管
理

能
力

の
向

上
と

リス
ク

の
管

理 2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援

1-
3 

療
養

を
続

け
る

た
め

の
環

境
・体

制
の

整
備
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心
疾
患
Ⅱ
期

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

17
 休

養
・睡

眠
を

確
保

し
た

うえ
で

、睡
眠

時
の

状
況

の
変

化
を

把
握

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

体
制

を
整

え
る

・不
眠

症
を

は
じめ

とす
る

多
くの

睡
眠

障
害

は
循

環
器

疾
患

の
リス

ク要
因

で
あ

り、
十

分
な

休
養

を
取

らな
い

と再
入

院
の

リス
クが

高
ま

る
た

め
、休

養
・睡

眠
の

確
保

が
な

され
る

よ
う支

援
。

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
特

に
留

意
し

て
実

施
・睡

眠
障

害
の

予
兆

や
睡

眠
時

の
状

況
変

化
を

把
握

す
る

体
制

の
整

備
。

18
 禁

煙
を

実
現

で
き

る
体

制
を

整
え

る
・喫

煙
は

あ
らゆ

る
心

疾
患

の
危

険
因

子
で

あ
り、

心
疾

患
患

者
の

禁
煙

は
死

亡
率

や
再

入
院

率
の

低
減

に
つ

な
が

る
た

め
、医

師
か

らの
指

導
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、必

要
に

応
じて

禁
煙

が
実

現
で

き
る

よ
うな

体
制

の
整

備
。

・退
院

後
の

生
活

に
お

い
て

は
、本

人
の

自
己

管
理

能
力

が
重

要
で

あ
り、

自
己

管
理

能
力

を
向

上
させ

生
活

習
慣

を
変

え
る

こと
で

、予
後

の
改

善
を

目
指

す
。

・特
に

考
慮

しな
け

れ
ば

い
け

な
い

生
活

習
慣

（
例

︓
飲

酒
、運

動
等

）
は

、医
師

か
ら

の
指

示
内

容
や

本
人

・家
族

等
の

意
向

を
確

認
の

うえ
、生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
本

人
・家

族
等

が
受

け
入

れ
る

よ
う支

援
。

・抑
うつ

や
不

安
等

の
精

神
症

状
や

不
十

分
な

ソ
ー

シ
ャル

サ
ポ

ー
トは

、心
疾

患
患

者
の

予
後

に
影

響
す

る
た

め
、精

神
的

な
支

援
の

検
討

が
必

要
。

・本
人

・家
族

等
が

抱
え

る
不

安
の

状
況

や
程

度
を

把
握

し、
必

要
に

応
じて

専
門

家
に

つ
な

ぐ体
制

の
整

備
。

・入
退

院
を

繰
りか

え
す

終
末

期
に

は
、今

後
の

治
療

意
向

や
最

期
の

迎
え

方
な

どに
関

す
る

本
人

・家
族

等
との

十
分

な
意

思
確

認
が

必
要

。
・そ

の
た

め
、本

人
・家

族
等

が
抱

え
て

い
る

不
安

・恐
怖

や
ス

トレ
ス

の
状

況
の

把
握

の
支

援
を

検
討

。
・ま

た
、末

期
心

疾
患

の
支

援
は

、多
職

種
が

連
携

して
チ

ー
ム

で
取

り組
む

こと
が

重
要

で
あ

り、
専

門
職

と連
携

した
適

切
な

ア
ドバ

ン
ス

・ケ
ア

・プ
ラン

ニ
ン

グ
（

AC
P）

が
行

わ
れ

る
体

制
を

整
備

。

2-
1-

5
禁

煙
の

実
現

の
支

援 3-
1-

1 
末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

の
対

応
・準

備
の

支
援

3 
EO

L準
備

3-
1

EO
L(

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ)

に
向

け
た

準
備

2-
2 

心
理

的
な

支
援

19
 本

人
・家

族
等

が
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

を
受

け
い

れ
ら

れ
る

よ
う支

援
す

る

2-
2-

1
本

人
・家

族
等

の
不

安
の

軽
減

21
 末

期
心

不
全

の
EO

Lケ
ア

を
どの

よ
うに

す
る

か
の

心
構

え
を

す
る

支
援

を
行

う

2-
1-

4
休

養
・睡

眠
の

支
援

2-
1 

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

生
活

・暮
ら

し
方

の
支

援
2 

生
活

機
能

の
維

持
2-

1-
6

本
人

・家
族

等
へ

の
生

活
習

慣
を

変
え

る
こと

の
支

援

20
 精

神
的

な
不

安
を

把
握

し
、必

要
に

応
じ

て
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
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第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

第
４
節

認
知
症
が
あ
る
方
の
ケ
ア

認
知
症
の
基
本
的
理
解

(1
)認
知
症
の
特
徴

・
認

知
症

と
は

、
い

ろ
い

ろ
な

原
因

で
脳

の
細

胞
が

死
ん

で
し

ま
い

、
働

き
が

悪
く

な
っ

た
た

め
に

様
々

な
障

害
が

起
こ

り
生

活
す

る
う

え
で

支
障

が
出

て
い

る
状

態

（
お

よ
そ

６
ヵ

月
以

上
継

続
）

を
指

す
。

中
核

症
状

で
あ

る
思

考
、

推
理

、
判

断
、

適
応

、
問

題
解

決
な

ど
の

認
知

機
能

の
障

害
に

加
え

、
健

康
状

態
や

環
境

な
ど

の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
状

況
に

よ
っ

て
は

行
動

・
心

理
症

状
が

現
れ

る
。

・
認

知
症

の
原

因
と

し
て

多
い

の
が

、
脳

の
神

経
細

胞
が

ゆ
っ

く
り

と
死

ん
で

い
く

「
変

性
疾

患
」

と
呼

ば
れ

る
疾

患
で

あ
り

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

前
頭

・
側

頭

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

な
ど

が
あ

る
。

・
た

だ
し

、
こ

れ
以

外
の

疾
患

等
が

認
知

機
能

の
低

下
に

影
響

を
与

え
た

り
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
複

数
の

原
因

疾
患

が
認

め
ら

れ
、

症
状

が
進

行
し

た
り

複
雑

に

な
る

場
合

も
あ

り
、

固
定

的
に

捉
え

ず
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

認
識

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

人
の

状
況

の
変

化
を

適
切

に
捉

え
共

有

で
き

る
よ

う
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

本
人

を
支

え
る

専
門

職
、

さ
ら

に
は

近
隣

住
民

や
友

人
・

知
人

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
認

知
症

に
伴

う
行

動
・

心
理

症
状

の
治

療
に

お
い

て
は

、
服

薬
に

よ
る

薬
物

療
法

よ
り

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

非
薬

物
療

法
が

優
先

と
さ

れ
て

い
る

が
、

治
療

そ
の

も
の

だ
け

で
は

な
く

、
む

し
ろ

日
常

の
生

活
を

支
え

る
環

境
や

人
間

関
係

へ
の

支
援

、
将

来
の

生
活

を
見

据
え

た
情

報
提

供
と

い
っ

た
支

援
が

重
要

と

さ
れ

る
17
。

専
門

職
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

含
め

た
、

日
常

生
活

で
接

点
を

持
つ

様
々

な
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
が

大
切

と

な
る

。

・
具

体
的

に
は

、
認

知
症

の
症

状
に

伴
う

日
常

生
活

や
社

会
で

の
役

割
へ

の
影

響
や

、
本

人
や

家
族

等
が

感
じ

る
不

安
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

本
人

の
日

々
の

暮
ら

し

を
支

え
る

環
境

を
整

え
た

り
、

支
援

体
制

を
整

え
た

り
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

(2
)認
知
症
の
あ
る
要
介
護
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
認

知
症

の
あ

る
要

介
護

者
の

支
援

で
は

、
中

核
症

状
や

行
動

・
心

理
症

状
の

影
響

に
よ

り
、

一
見

し
て

意
思

決
定

が
困

難
で

あ
る

と
み

ら
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
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本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。

本
人

に
と

っ
て

適
切

な
意

思
決

定
が

な
さ

れ
な

が
ら

尊
厳

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
重

視
す

べ
き

で
あ

る
1
8
。

疾
患

や
様

々
な

機
能

障
害

へ
の

対
応

と
い

う
よ

り

も
む

し
ろ

、
そ

の
人

ら
し

さ
や

残
存

機
能

を
活

か
し

た
生

活
の

継
続

を
支

え
る

と
い

う
姿

勢
を

基
本

と
す

べ
き

で
あ

る
。

・
し

た
が

っ
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
も

ま
ず

は
、

本
人

の
こ

れ
ま

で
の

生
活

や
果

た
し

て
き

た
役

割
、

日
常

生
活

の
リ

ズ
ム

や
良

く
過

ご
す

場
所

、
日

々

の
生

活
に

お
け

る
人

間
関

係
、

そ
う

し
た

生
活

の
中

で
本

人
自

身
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
感

情
な

ど
を

総
合

的
に

捉
え

、
共

感
の

姿
勢

を
持

っ
て

、
理

解
し

よ
う

と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

・
そ

の
う

え
で

、
総

合
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

、
認

知
症

に
と

も
な

う
生

活
障

害
を

小
さ

く
で

き
る

よ
う

、
ま

た
行

動
・

心
理

症
状

が
お

き
る

要
因

を
少

な

く
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
組

み
立

て
て

い
く

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

不
要

な
ス

ト
レ

ス
や

失
敗

体
験

に
配

慮
し

な
が

ら
、

本
人

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
（

強
み

、

残
存

機
能

等
）

を
可

能
な

限
り

活
か

し
、

そ
の

人
ら

し
い

自
立

し
た

生
活

が
継

続
で

き
よ

う
な

個
別

化
さ

れ
た

支
援

内
容

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

行
動

・
心

理
症

状
へ

の
対

応
に

お
い

て
は

、
本

人
が

感
じ

る
不

安
や

不
快

、
ス

ト
レ

ス
等

が
原

因
と

な
る

場
合

も
多

い
こ

と
か

ら
、

本
人

に
対

す
る

直
接

的

な
ケ

ア
だ

け
で

な
く

、
本

人
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

人
（

家
族

等
や

そ
の

他
の

支
援

者
、

地
域

で
関

わ
る

人
、

ケ
ア

を
提

供
す

る
専

門
職

な
ど

）
の

本
人

に
対

す
る

関

わ
り

方
を

見
直

す
取

り
組

み
の

必
要

性
も

考
慮

す
る

。

・
ま

た
、

将
来

に
わ

た
る

長
い

生
活

を
支

え
て

い
く

う
え

で
は

、
介

護
者

や
家

族
等

が
感

じ
る

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

本
人

や
介

護
者

・
家

族
等

だ

け
で

不
安

を
抱

え
込

ま
ず

に
済

む
よ

う
、

本
人

と
家

族
等

の
生

活
を

支
え

る
チ

ー
ム

19
を

構
築

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
認

知
症

の
生

活
機

能
へ

の
影

響
の

現
れ

方
は

多
様

で
ま

た
変

化
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
状

況
に

応
じ

て
関

わ
る

必
要

の
あ

る
支

援
者

や
専

門
職

も
、

変
化

し
て

い
く

こ
と

に
留

意
す

る
。

17
 「

認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
17

」
（

日
本

神
経

学
会

監
修

）

18
 
「

認
知

症
の

人
の

日
常

生
活

・
社

会
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）

19
 
こ

こ
で

い
う

チ
ー

ム
と

は
、

専
門

職
で

構
成

さ
れ

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
い

。
本

人
の

生
活

の
支

援
に

関
わ

っ
て

い
る

専
門

職
以

外
の

様
々

な
支

援
者

で
構

成
し

、
さ

ら
に

状
況

に
合

わ
せ

て
そ

の
構

成
員

も
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。
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認
知
症

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

︓
認

知
症

　

・本
検

討
案

は
以

下
の

よ
うな

状
態

の
方

を
想

定
した

上
で

支
援

内
容

等
を

検
討

・整
理

した
も

の
で

あ
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

診
断

が
あ

って
、比

較
的

初
期

〜
中

期
 （

目
安

︓
AD

Lが
自

立
あ

る
い

は
一

部
介

助
程

度
ま

で
で

あ
って

、認
知

症
高

齢
者

生
活

自
立

度
で

Ⅱ
b程

度
ま

で
の

時
期

）

支
援

の
概

要
、必

要
性

・認
知

症
と診

断
され

る
に

至
った

経
緯

、診
断

の
状

況
とそ

の
過

程
で

の
エ

ピソ
ー

ドの
把

握
。

・認
知

症
の

症
状

が
どの

よ
うな

部
分

に
現

れ
た

か
を

把
握

し、
本

人
の

不
安

を
捉

え
る

た
め

に
、

診
断

に
至

る
エ

ピソ
ー

ドを
把

握
す

る
こと

が
重

要
。

・現
在

に
至

る
ま

で
に

どの
よ

うな
医

療
及

び
他

の
専

門
職

が
関

わ
って

き
た

か
の

把
握

。

・今
後

の
医

療
領

域
の

支
援

体
制

を
構

築
す

る
た

め
に

、こ
れ

ま
で

の
医

療
の

関
わ

りの
経

緯
を

把
握

す
る

こと
が

重
要

。

・認
知

症
と診

断
され

、生
活

に
認

知
機

能
低

下
の

影
響

が
現

れ
始

め
た

こと
に

対
し、

本
人

が
抱

く不
安

及
び

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
、そ

の
変

化
を

捉
え

る
体

制
を

整
備

。

・こ
れ

か
らの

生
活

を
支

え
る

うえ
で

最
も

重
要

な
本

人
の

不
安

とそ
の

変
化

を
把

握
す

る
た

め
に

、本
人

自
身

の
不

安
や

恐
怖

に
加

え
て

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
や

想
い

とそ
の

変
化

を
捉

え
続

け
られ

る
こと

が
重

要
。

・認
知

症
に

対
し本

人
が

どの
よ

うに
受

け
とめ

て
い

る
か

の
把

握
。

・本
人

が
感

じて
い

る
不

安
や

恐
怖

を
捉

え
る

た
め

に
、認

知
症

とい
う疾

患
に

対
す

る
受

け
とめ

の
状

況
を

把
握

す
る

こと
が

重
要

。
・本

人
の

生
活

を
取

り巻
く家

族
・支

援
者

の
、認

知
症

に
対

す
る

考
え

方
、理

解
の

程
度

の
把

握
。

・認
知

症
の

あ
る

高
齢

者
の

不
安

や
不

快
は

、本
人

と家
族

・支
援

者
との

関
係

性
に

起
因

す
る

も
の

も
多

い
た

め
、家

族
・支

援
者

が
どの

よ
うに

認
知

症
を

理
解

して
い

る
か

を
把

握
す

る
こと

が
重

要
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

0-
1-

1
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

3 
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
や

想
い

を
継

続
的

に
捉

え
る

こと
の

支
援

4 
本

人
に

対
す

る
受

け
とめ

や
理

解
を

深
め

る
支

援

1-
1-

1
本

人
や

家
族

・支
援

者
が

抱
く感

情
と想

い
の

理
解

5 
疾

患
に

対
す

る
家

族
・支

援
者

の
受

け
止

め
や

理
解

を
深

め
る

こと
の

支
援

1-
1-

2
本

人
や

家
族

・支
援

者
の

疾
患

に
対

す
る

受
け

とめ
と認

識

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
ここ

ま
で

の
経

緯
の

確
認

0-
1

ここ
ま

で
の

経
緯

の
確

認

1 
支

援
の

前
提

とし
て

の
認

知
症

と診
断

さ
れ

る
に

至
った

経
緯

の
把

握

大
項

目
中

項
目

小
項

目

0-
1-

2
これ

ま
で

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

2 
支

援
の

前
提

とし
て

の
医

療
及

び
他

の
専

門
職

の
関

わ
りの

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解

1-
1

本
人

と家
族

・
支

援
者

の
認

識
の

理
解
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人

の
変

化
を

捉
え

られ
る

体
制

の
把

握
。

・短
期

目
標

の
期

間
程

度
を

目
安

に
、状

況
の

変
化

が
あ

る
か

どう
か

、あ
る

とす
れ

ば
どの

よ
うな

変
化

が
あ

る
の

か
の

把
握

。
・認

知
症

に
伴

う本
人

の
状

況
は

変
化

して
い

くも
の

で
あ

り、
か

つ
家

族
や

支
援

者
が

負
荷

を
抱

え
込

ま
な

くて
良

い
よ

うに
す

る
た

め
に

も
、本

人
の

変
化

を
捉

え
、必

要
に

応
じて

さら
に

支
援

を
求

め
られ

る
よ

うに
す

る
体

制
の

構
築

が
重

要
。

・認
知

症
の

あ
る

高
齢

者
が

、日
常

の
生

活
に

お
い

て
自

ら行
動

しや
す

い
よ

うに
す

る
た

め
、住

環
境

、地
域

環
境

な
どの

生
活

環
境

を
捉

え
る

こと
が

重
要

。
・本

人
を

取
り巻

く状
況

で
も

とく
に

、本
人

を
取

り巻
く人

との
関

係
性

の
把

握
。・

ま
た

、短
期

目
標

の
期

間
程

度
を

目
安

に
、状

況
の

変
化

が
あ

る
か

どう
か

、あ
る

とす
れ

ば
どの

よ
うな

変
化

が
あ

る
の

か
の

把
握

。
・認

知
症

に
伴

う本
人

の
不

安
や

安
心

は
周

囲
の

人
との

関
係

性
に

起
因

す
る

場
合

も
多

い
た

め
、本

人
を

取
り巻

く人
との

関
係

性
、及

び
そ

の
変

化
を

捉
え

る
こと

が
重

要
。

・意
思

決
定

支
援

の
必

要
性

や
重

要
性

を
本

人
や

家
族

等
が

理
解

で
き

る
よ

う支
援

。な
お

、
ここ

で
の

意
思

決
定

は
、日

常
生

活
を

継
続

す
る

うえ
で

の
様

々
な

意
思

決
定

の
支

援
を

指
し、

必
ず

しも
AC

P（
ア

ドバ
ン

ス
ケ

ア
プ

ラン
ニ

ン
グ

）
だ

け
を

指
す

も
の

で
は

な
い

。
・将

来
の

生
活

に
向

け
た

準
備

とし
て

、意
思

決
定

支
援

の
必

要
性

及
び

そ
の

必
要

に
な

った
場

合
の

支
援

体
制

を
整

え
る

こと
が

重
要

。な
お

、状
況

に
応

じて
必

要
な

意
思

決
定

支
援

が
変

化
す

る
た

め
、支

援
の

体
制

も
変

え
て

い
く必

要
が

あ
る

こと
に

留
意

。
・意

思
決

定
支

援
を

判
断

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

が
提

供
され

る
よ

うに
支

援
。な

お
、こ

こで
の

意
思

決
定

は
、日

常
生

活
を

継
続

す
る

うえ
で

の
様

々
な

意
思

決
定

の
支

援
を

指
し、

必
ず

しも
AC

P（
ア

ドバ
ン

ス
ケ

ア
プ

ラン
ニ

ン
グ

）
だ

け
を

指
す

も
の

で
は

な
い

。
・将

来
の

生
活

に
向

け
た

準
備

とし
て

、意
思

決
定

支
援

の
必

要
性

及
び

そ
の

必
要

に
な

った
場

合
の

支
援

体
制

を
整

え
る

こと
が

重
要

だ
が

、そ
の

前
提

とし
て

本
人

及
び

家
族

に
対

し、
意

思
決

定
に

必
要

な
情

報
が

提
供

され
る

よ
うな

体
制

を
整

え
る

こと
が

必
要

。

8 
意

思
決

定
支

援
の

重
要

性
へ

の
本

人
及

び
家

族
等

の
理

解
を

うな
が

す
支

援
体

制
を

整
え

る ※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

9 
意

思
決

定
支

援
に

向
け

て
、本

人
及

び
家

族
等

に
適

切
な

情
報

が
提

供
さ

れ
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

1-
2-

1
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

1-
2

本
人

と家
族

・
支

援
者

を
取

り巻
く環

境
の

理
解

6 
変

化
し

て
い

くこ
とを

念
頭

に
置

い
た

認
知

症
の

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

7 
本

人
を

取
り巻

く人
との

関
係

性
とそ

の
変

化
の

把
握

1 
本

人
及

び
家

族
・

支
援

者
の

認
識

の
理

解 2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

2-
1-

1
意

思
決

定
支

援
の

必
要

性
の

理
解
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人

の
言

葉
を

日
々

捉
え

られ
る

よ
うな

体
制

の
整

備
・本

人
の

、認
知

症
に

な
る

ま
で

の
生

活
に

お
け

る
経

緯
や

考
え

の
把

握
。

・言
葉

に
よ

る
意

思
の

表
明

が
難

しく
な

った
場

合
で

も
、態

度
や

しぐ
さな

ど、
他

の
方

法
で

意
思

を
表

明
す

る
場

合
が

あ
る

。し
た

が
って

、意
思

決
定

支
援

に
お

い
て

は
、本

人
が

理
解

しや
す

い
よ

うに
伝

え
、本

人
の

意
思

の
表

明
を

何
気

な
い

言
葉

、態
度

や
しぐ

さ、
エ

ピソ
ー

ドな
どを

通
じ

て
把

握
す

る
こと

が
重

要
で

あ
り、

そ
れ

を
捉

え
て

蓄
積

で
き

る
体

制
を

整
え

る
こと

が
重

要
。加

え
て

、こ
れ

らを
捉

え
や

す
くす

る
た

め
に

は
、本

人
の

これ
ま

で
の

経
緯

や
考

え
を

捉
え

て
蓄

積
で

き
る

体
制

を
整

え
る

こと
も

重
要

。
・意

思
決

定
支

援
あ

る
い

は
意

思
推

定
支

援
の

必
要

性
が

大
き

くな
った

場
合

に
、そ

の
支

援
を

行
う体

制
の

整
備

。な
お

、状
況

が
変

化
す

る
に

つ
れ

て
、意

思
決

定
支

援
チ

ー
ム

に
参

加
す

べ
き

人
も

変
化

す
る

こと
か

ら、
ま

ず
は

誰
が

意
思

決
定

支
援

（
あ

る
い

は
意

思
推

定
支

援
）

の
体

制
に

入
る

の
か

を
把

握
す

る
こと

が
必

要
。

・意
思

決
定

支
援

（
あ

る
い

は
意

思
推

定
支

援
）

は
一

人
で

で
き

る
も

の
で

は
な

く、
チ

ー
ム

体
制

を
整

備
す

る
こと

が
重

要
で

あ
る

。な
お

、こ
こで

い
う意

思
決

定
支

援
チ

ー
ム

とは
専

門
職

の
み

で
構

成
され

る
固

定
的

な
チ

ー
ム

で
は

な
く、

状
況

に
応

じて
そ

の
人

の
重

要
な

意
思

決
定

あ
る

い
は

意
思

推
定

を
支

え
る

た
め

に
関

与
す

る
関

係
者

が
含

ま
れ

る
こと

に
留

意
。

・受
診

に
際

して
介

護
者

が
医

師
の

指
示

内
容

を
理

解
で

き
て

い
る

か
、ま

た
日

常
生

活
の

変
化

を
医

師
に

伝
え

られ
て

い
る

か
の

状
況

とそ
の

変
化

の
把

握
。

・日
常

の
生

活
の

様
子

を
見

て
い

て
変

化
が

み
られ

れ
ば

、概
ね

短
期

目
標

の
期

間
程

度
を

目
安

とし
て

、医
師

に
情

報
提

供
し、

そ
の

後
の

支
援

の
方

針
に

つ
い

て
の

意
見

を
も

らう
。

・認
知

機
能

の
状

況
に

よ
って

は
、必

要
に

応
じて

、医
師

（
か

か
りつ

け
医

だ
け

で
は

な
く、

地
域

の
認

知
症

サ
ポ

ー
ト医

、認
知

症
の

専
門

医
も

含
む

）
と連

携
して

医
療

に
関

す
る

意
思

決
定

支
援

の
体

制
の

整
備

。
・認

知
症

は
状

況
が

変
化

して
い

くも
の

で
あ

り、
医

師
の

指
示

の
理

解
だ

け
で

な
く日

常
の

生
活

の
状

況
を

的
確

に
医

師
に

伝
え

る
こと

が
難

しい
場

合
も

あ
る

た
め

、短
期

目
標

の
期

間
程

度
を

目
安

とし
て

、医
師

に
対

し、
本

人
の

生
活

の
状

況
の

変
化

の
情

報
共

有
を

して
お

くこ
とが

重
要

。

10
 本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

11
 意

思
決

定
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

12
 か

か
りつ

け
医

との
連

携
（

※
必

要
に

応
じ

て
専

門
医

や
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
等

とも
連

携
）

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

2 
将

来
の

準
備

とし
て

の
意

思
決

定
の

支
援

2-
1

本
人

の
意

思
決

定
能

力
を

尊
重

し
た

意
思

決
定

支
援

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

2-
2

意
思

決
定

支
援

体
制

の
整

備

2-
2-

1 
意

思
決

定
支

援
体

制
の

整
備

2-
1-

2
本

人
の

意
思

を
捉

え
る

た
め

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
の

把
握
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常

の
生

活
の

変
化

を
把

握
し、

概
ね

短
期

目
標

の
期

間
程

度
を

目
安

とし
て

、か
か

りつ
け

医
・か

か
りつ

け
歯

科
医

以
外

の
専

門
職

等
（

薬
剤

師
、看

護
師

、P
T/

OT
/S

T、
介

護
福

祉
士

や
社

会
福

祉
士

、管
理

栄
養

士
等

）
と共

有
す

る
。そ

の
うえ

で
、新

た
に

連
携

す
べ

き
専

門
職

等
が

い
れ

ば
連

携
体

制
の

構
築

。
・認

知
症

は
状

況
が

変
化

して
い

くも
の

で
あ

る
た

め
、短

期
目

標
の

期
間

程
度

を
目

安
とし

て
、

関
連

す
る

専
門

職
等

との
間

で
、本

人
の

生
活

の
状

況
の

変
化

の
情

報
を

共
有

す
る

こと
が

重
要

。
・日

常
の

生
活

の
状

況
や

そ
の

変
化

を
把

握
し、

必
要

に
応

じて
新

た
に

連
携

す
べ

き
相

手
が

い
れ

ば
連

携
体

制
の

構
築

。
・認

知
症

は
状

況
が

変
化

して
い

くも
の

で
あ

る
た

め
、短

期
目

標
の

期
間

程
度

を
目

安
とし

て
、

関
連

す
る

サ
ー

ビス
事

業
者

や
イン

フォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト（

民
生

委
員

、ボ
ラン

テ
ィア

等
を

含
む

）
に

お
い

て
関

係
す

る
人

との
間

で
、本

人
の

生
活

の
状

況
の

変
化

の
情

報
を

共
有

す
る

こと
が

重
要

。
・日

常
生

活
に

お
け

る
選

択
（

食
事

や
服

を
選

ぶ
こと

、外
出

先
を

選
ぶ

こと
、そ

の
日

に
す

る
こ

とを
決

め
る

こと
等

）
に

お
い

て
、本

人
の

意
向

が
表

明
され

反
映

され
る

よ
うに

、意
向

の
表

明
を

支
え

る
体

制
の

整
備

。
・日

々
の

小
さな

選
択

に
お

い
て

本
人

の
意

向
が

表
明

され
反

映
され

る
こと

は
、日

常
生

活
に

お
け

る
本

人
の

ス
トレ

ス
を

軽
減

す
る

こと
に

も
つ

な
が

り重
要

。
・本

人
の

日
常

的
な

一
週

間
の

生
活

の
リズ

ム
、日

課
等

の
把

握
。

・本
人

に
とっ

て
の

日
課

や
リズ

ム
、本

人
に

とっ
て

心
地

よ
い

場
所

や
相

手
を

捉
え

、本
人

を
中

心
とし

た
支

援
体

制
を

構
築

す
る

た
め

に
も

、ま
ず

は
一

週
間

の
生

活
を

捉
え

る
こと

が
重

要
。

4-
1-

1
日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

尊
重

4-
2-

1
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
と変

化
を

把
握

す
る

こと
の

支
援

4-
1 

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
意

向
の

尊
重

3 
必

要
に

応
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

13
 か

か
りつ

け
医

以
外

の
専

門
職

等
との

連
携 14

 サ
ー

ビ
ス

事
業

者
や

地
域

の
関

係
す

る
人

と
の

連
携

体
制

を
整

え
る

3-
1-

2
そ

の
他

の
関

係
す

る
人

との
連

携

16
 本

人
の

生
活

の
リズ

ム
の

把
握

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

15
 日

常
生

活
に

お
け

る
意

向
の

表
明

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援

3-
1-

1
か

か
りつ

け
医

や
専

門
職

等
との

連
携

3-
1 

必
要

に
応

じ
た

連
携

体
制

の
構

築

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・本
人

の
日

常
の

生
活

の
中

で
も

、特
に

食
事

・起
就

寝
等

の
生

活
リズ

ム
、及

び
日

常
の

生
活

に
お

け
る

支
援

者
の

関
わ

りの
状

況
を

把
握

し、
そ

の
本

人
の

リズ
ム

に
そ

った
生

活
や

活
動

が
送

れ
る

よ
うな

支
援

。

・認
知

症
の

進
行

や
健

康
状

態
の

変
化

に
よ

り、
生

活
リズ

ム
が

崩
れ

た
場

合
に

、そ
の

状
況

を
把

握
し、

改
め

て
本

人
に

とっ
て

心
地

よ
い

生
活

リズ
ム

を
取

り戻
せ

る
よ

うに
す

る
た

め
の

支
援

。

・本
人

を
中

心
とし

た
支

援
体

制
を

構
築

す
る

た
め

に
も

、ま
ず

は
一

週
間

の
生

活
を

捉
え

た
うえ

で
、あ

くま
で

も
本

人
の

心
地

よ
い

リズ
ム

に
そ

った
生

活
を

支
え

られ
る

よ
う、

支
援

を
提

供
す

る
こ

とが
重

要
。

・心
地

よ
い

生
活

リズ
ム

を
捉

え
た

とし
て

も
、時

間
の

経
過

とと
も

に
どこ

か
で

そ
れ

が
崩

れ
る

こと
が

あ
る

た
め

、そ
の

変
化

を
把

握
して

生
活

リズ
ム

を
取

り戻
す

支
援

が
重

要
で

あ
る

。な
お

、そ
の

際
の

リズ
ム

は
、必

ず
しも

元
の

生
活

リズ
ム

が
正

しい
の

で
は

な
く、

そ
の

状
況

に
合

った
本

人
に

とっ
て

心
地

よ
い

リズ
ム

を
改

め
て

把
握

し、
そ

れ
に

そ
った

生
活

を
支

援
す

る
こと

が
重

要
。

・認
知

症
と診

断
され

る
以

前
の

生
活

に
お

け
る

家
庭

や
地

域
に

お
け

る
本

人
の

役
割

と、
現

在
の

生
活

に
お

け
る

実
行

状
況

、現
在

の
生

活
で

担
って

い
る

役
割

を
把

握
す

る
。さ

らに
そ

うし
た

役
割

を
で

き
る

だ
け

担
い

続
け

る
うえ

で
捉

え
る

べ
き

認
知

症
の

影
響

の
現

れ
方

の
把

握
。

・認
知

症
の

影
響

が
現

れ
て

も
、で

き
る

か
ぎ

り地
域

及
び

家
庭

の
一

員
とし

て
役

割
を

担
い

続
け

られ
る

よ
う、

本
人

の
IA

D
Lや

社
会

参
加

を
支

援
す

る
こと

が
重

要
で

あ
り、

具
体

的
な

支
援

を
考

え
る

た
め

に
も

ま
ず

、本
人

が
そ

れ
ま

で
に

培
って

き
た

地
域

や
家

庭
で

の
役

割
と、

現
在

の
実

行
状

況
を

把
握

す
る

こと
が

必
要

。
・本

人
が

役
割

を
継

続
で

き
る

よ
う、

役
割

を
担

い
続

け
られ

る
よ

うに
支

援
体

制
の

整
備

。

・認
知

症
が

あ
って

も
本

人
が

自
分

の
慣

れ
親

しん
だ

役
割

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
が

大
切

で
あ

り、
そ

の
た

め
に

は
役

割
を

継
続

で
き

る
よ

うな
支

援
体

制
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

4-
2-

2
一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

え
る

こと
の

支
援

4-
3-

1
家

庭
や

地
域

で
の

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
 A

D
L/

IA
D

L
の

支
援

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援

17
 一

週
間

の
生

活
リズ

ム
に

沿
った

生
活

・活
動

を
支

援
す

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

19
 本

人
が

役
割

を
担

い
続

け
る

た
め

の
リハ

ビ
リテ

ー
シ

ョン
や

支
援

の
提

供
体

制
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

18
 本

人
が

これ
ま

で
に

担
って

き
た

家
庭

や
地

域
で

の
役

割
と現

在
の

状
況

の
把

握
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

4-
2 

一
週

間
の

生
活

リズ
ム

を
支

え
る

こと
の

支
援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・日
常

生
活

に
お

け
る

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

（
聞

く、
話

す
、見

る
）

の
状

況
の

把
握

。
・本

人
の

状
況

に
合

わ
せ

て
、家

族
及

び
家

族
以

外
の

周
囲

の
人

との
間

で
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を

取
りや

す
い

よ
うな

環
境

の
整

備
。

・本
人

が
感

じて
い

る
こと

を
周

囲
に

伝
え

、周
囲

も
ま

た
本

人
の

心
情

を
把

握
しや

す
い

状
態

で
あ

る
た

め
に

は
、本

人
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

の
状

況
を

把
握

しコ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
が

取
りや

す
い

よ
うな

環
境

を
整

え
る

こと
が

重
要

。
・地

域
等

で
の

活
動

と参
加

を
維

持
す

る
際

の
支

障
とな

らな
い

よ
う、

本
人

が
清

潔
を

保
つ

こと
の

認
識

や
状

況
の

把
握

。
・本

人
が

清
潔

を
保

つ
こと

を
支

え
る

環
境

の
整

備
。

・本
人

が
地

域
で

の
活

動
と参

加
を

維
持

す
る

た
め

に
は

、周
囲

との
関

係
性

を
円

滑
に

す
る

観
点

か
らも

清
潔

を
保

つ
こと

が
重

要
。

・日
常

的
な

体
調

が
どの

よ
うな

も
の

か
、特

に
長

期
的

に
み

た
フレ

イル
の

進
行

や
状

態
の

変
化

が
どの

よ
うな

も
の

か
を

把
握

し、
そ

の
うえ

で
日

々
の

体
調

を
管

理
で

き
る

よ
う支

援
す

る
体

制
の

整
備

。

・高
齢

者
全

般
の

基
本

的
な

機
能

と生
理

とし
て

長
期

的
に

状
態

が
変

化
しフ

レ
イル

が
進

行
す

る
が

、認
知

症
の

あ
る

高
齢

者
の

場
合

、そ
の

変
化

を
自

ら捉
え

訴
え

る
こと

が
難

しい
場

合
も

あ
る

た
め

、長
期

的
な

変
化

と日
常

の
状

況
を

捉
え

る
体

制
を

整
え

て
お

くこ
とが

重
要

。

・日
常

の
状

態
とは

異
な

る
体

調
が

み
られ

た
場

合
に

、そ
れ

を
把

握
し必

要
な

相
手

に
そ

の
変

化
を

伝
え

られ
る

よ
うな

体
制

の
整

備
。

・認
知

症
の

あ
る

高
齢

者
の

場
合

、日
常

の
状

態
と異

な
る

状
態

を
自

ら捉
え

訴
え

る
こと

が
難

しい
場

合
も

あ
る

た
め

、日
常

の
状

態
を

捉
え

る
体

制
を

整
え

て
お

くこ
とが

重
要

。

4-
4-

1
体

調
の

変
化

を
把

握
し

伝
え

る
こと

の
支

援

20
 日

常
生

活
に

お
い

て
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を

取
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
3-

2
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

る
こと

の
支

援

4-
3-

3
清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

21
 清

潔
に

関
す

る
状

況
の

変
化

を
把

握
し

保
つ

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

22
 体

調
管

理
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

23
 日

常
と異

な
る

状
態

の
把

握
とそ

れ
を

表
明

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
3 

日
常

的
に

参
加

す
る

役
割

を
整

え
る

こと
の

支
援

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・認
知

症
あ

る
い

は
併

発
疾

患
の

療
養

の
た

め
に

は
、医

師
の

指
示

に
した

が
った

適
切

な
服

薬
が

必
要

で
あ

る
こと

を
本

人
が

理
解

で
き

る
よ

うな
支

援
体

制
の

整
備

。
・処

方
され

た
薬

が
適

切
に

管
理

され
服

薬
され

る
よ

うに
、本

人
や

家
族

に
加

え
、必

要
に

応
じ

て
専

門
職

と連
携

して
支

援
体

制
の

整
備

。
・適

切
な

服
薬

を
継

続
で

き
る

よ
うに

、本
人

や
家

族
に

加
え

、ケ
ア

に
携

わ
る

他
の

メン
バ

ー
や

専
門

職
と連

携
して

支
援

体
制

の
整

備
。

・認
知

症
へ

の
対

応
だ

け
で

な
く、

併
発

して
い

る
疾

患
の

再
発

防
止

あ
る

い
は

重
度

化
防

止
の

た
め

に
は

服
薬

が
重

要
で

あ
り、

そ
れ

を
本

人
が

可
能

な
限

り理
解

で
き

る
よ

うに
支

援
す

る
こと

も
重

要
。

・日
常

の
生

活
に

お
け

る
水

分
摂

取
量

、そ
の

状
況

の
変

化
を

把
握

で
き

る
体

制
の

整
備

。
・日

常
の

生
活

に
お

い
て

、必
要

な
水

分
量

を
摂

取
で

き
る

よ
う支

援
す

る
体

制
の

整
備

。
・必

要
十

分
な

水
分

量
を

摂
取

しな
い

と、
認

知
機

能
の

低
下

へ
の

影
響

とと
も

に
、併

発
疾

患
が

あ
る

場
合

そ
の

療
養

へ
の

影
響

も
懸

念
され

る
た

め
、必

要
な

水
分

量
と日

常
の

摂
取

量
を

把
握

す
る

こと
が

重
要

。
・日

常
の

生
活

で
必

要
な

栄
養

を
量

及
び

バ
ラン

ス
とも

に
十

分
に

取
れ

て
い

る
か

把
握

す
る

体
制

の
整

備
。

・日
常

的
な

食
事

に
お

い
て

バ
ラン

ス
よ

く栄
養

を
取

れ
る

よ
う、

メニ
ュー

や
調

理
、食

事
の

摂
取

を
支

え
る

体
制

の
整

備
。

・栄
養

が
不

足
した

り大
き

く偏
る

こと
は

、療
養

中
の

疾
患

の
悪

化
に

も
つ

な
が

る
た

め
、日

常
の

食
生

活
で

栄
養

を
取

れ
る

よ
うに

す
る

こと
が

重
要

。
・日

常
的

な
排

泄
リズ

ム
、排

泄
内

容
（

便
秘

や
下

痢
とい

った
状

況
の

有
無

）
、排

泄
方

法
を

把
握

で
き

る
よ

うな
支

援
体

制
の

整
備

。
・自

分
で

排
泄

を
続

け
られ

る
よ

う排
泄

リズ
ム

に
対

す
る

本
人

の
認

識
を

高
め

た
り、

排
泄

動
作

を
維

持
で

き
る

よ
うな

支
援

体
制

の
整

備
。

・排
泄

を
で

き
る

だ
け

自
分

で
続

け
られ

る
よ

うに
す

る
た

め
に

も
、排

泄
リズ

ム
や

排
泄

方
法

を
把

握
す

る
こと

が
重

要
。

4-
5 

基
本

的
な

セ
ル

フケ
ア

を
継

続
す

る
こ

との
支

援

4-
4-

2
服

薬
支

援

4-
5-

3
排

泄
を

続
け

る
こと

の
支

援

25
 必

要
な

水
分

量
の

把
握

と必
要

な
水

分
量

を
摂

取
で

き
る

よ
うに

す
る

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

24
 薬

の
管

理
と服

薬
を

一
定

の
水

準
で

継
続

で
き

る
よ

うに
す

る
支

援
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

26
 必

要
な

栄
養

及
び

日
常

的
な

摂
取

状
況

（
摂

取
方

法
を

含
む

）
の

把
握

と必
要

な
栄

養
を

摂
取

す
る

こと
を

支
援

す
る

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
5-

2
栄

養
の

摂
取

の
支

援4-
5-

1
水

分
の

摂
取

の
支

援

27
 で

き
る

だ
け

自
立

し
た

排
泄

を
続

け
ら

れ
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

体
制

を
整

え
る

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

4-
4 

体
調

管
理

や
服

薬
管

理
の

支
援

4 
基

本
的

な
生

活
の

支
援
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認
知

症

支
援

の
概

要
、

必
要

性
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

支
援

の
概

要
、

必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・
本

人
の

活
動

と
参

加
を

可
能

な
か

ぎ
り

継
続

で
き

る
よ

う
な

人
間

関
係

に
対

す
る

支
援

を
検

討

す
る

た
め

に
、

日
常

の
生

活
を

通
じ

て
交

流
し

て
い

る
人

間
関

係
や

周
囲

の
人

び
と

と
の

交
流

の

状
況

と
、

そ
う

し
た

交
流

機
会

に
お

け
る

本
人

の
心

理
的

な
困

惑
や

葛
藤

を
捉

え
る

。
こ

れ
を

踏

ま
え

、
交

流
関

係
に

対
す

る
支

援
及

び
交

流
を

円
滑

に
で

き
る

よ
う

な
本

人
に

対
す

る
支

援
を

検

討
。

・
認

知
症

の
あ

る
人

に
と

っ
て

も
活

動
と

参
加

を
継

続
で

き
る

よ
う

に
し

つ
つ

、
か

つ
状

況
が

変
化

す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
活

動
と

参
加

の
状

況
の

変
化

、
そ

の
人

に
と

っ
て

の
快

・
不

快
の

変
化

を
捉

え
る

こ
と

が
重

要
。

・
日

常
生

活
に

お
い

て
本

人
が

感
じ

て
い

る
で

あ
ろ

う
快

・
不

快
の

状
況

の
把

握
。

・
認

知
症

の
あ

る
人

に
と

っ
て

も
活

動
と

参
加

を
継

続
で

き
る

よ
う

に
し

つ
つ

、
か

つ
状

況
が

変
化

す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
活

動
と

参
加

の
状

況
の

変
化

、
そ

の
人

に
と

っ
て

の
快

・
不

快
の

変
化

を
捉

え
る

こ
と

が
重

要
。

・
本

人
の

心
身

の
状

況
に

あ
っ

た
生

活
環

境
・
活

動
環

境
の

整
備

。

・
認

知
機

能
が

低
下

し
て

も
、

本
人

が
自

ら
活

動
・
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

、
人

的
な

支

援
だ

け
で

な
く
、

本
人

が
こ

れ
ま

で
築

い
て

き
た

生
活

歴
を

基
盤

に
、

そ
う

し
た

生
活

を
継

続
し

、
拡

充
で

き
る

よ
う

に
生

活
環

境
・
活

動
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

重
要

。

・
認

知
症

に
な

る
前

の
生

活
と

比
較

し
て

役
割

を
縮

小
さ

せ
る

だ
け

で
な

く
、

さ
ら

に
新

た
な

役
割

機
能

を
獲

得
で

き
る

よ
う

支
援

。

・
認

知
症

と
診

断
さ

れ
る

こ
と

が
そ

の
ま

ま
従

前
の

生
活

や
役

割
を

縮
小

す
る

こ
と

で
は

な
く
、

状
況

に
あ

っ
た

新
た

な
役

割
・
機

能
の

獲
得

の
可

能
性

が
あ

る
と

捉
え

、
本

人
が

参
加

で
き

る
よ

う
に

支

援
す

る
こ

と
が

重
要

。

・
生

活
環

境
と

本
人

の
状

況
が

変
化

し
て

い
く
た

め
、

本
人

の
日

常
生

活
の

状
況

を
把

握
し

て
専

門
職

が
状

態
の

変
化

を
判

断
で

き
る

体
制

の
整

備
。

・
状

況
の

重
度

化
の

要
因

と
な

る
転

倒
を

予
防

す
る

よ
う

、
日

常
生

活
動

線
を

把
握

す
る

と
と

も

に
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

重
要

。

・
口

腔
機

能
の

状
況

だ
け

で
な

く
、

そ
の

変
化

を
本

人
が

ど
の

よ
う

に
捉

え
て

い
る

か
も

含
め

、
誤

嚥

の
リ
ス

ク
を

低
下

で
き

る
よ

う
な

体
制

の
整

備
。

・
状

況
の

重
度

化
の

要
因

と
な

る
誤

嚥
を

予
防

す
る

よ
う

、
日

常
生

活
に

お
け

る
動

線
を

把
握

す

る
と

と
も

に
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

重
要

。

5-
2

合
併

症
や

併

発
し

や
す

い
事

故
の

予
防

5
-1

 本
人

の

役
割

の
維

持
・
拡

充
に

向

け
た

持
っ

て
い

る
機

能
を

発

揮
し

や
す

い
環

境
の

整
備

5
-1

-1
そ

の
人

に
と

っ
て

の
活

動
と

参
加

を
取

り
巻

く

交
流

環
境

の
整

備

5
-2

-1
転

倒
の

予
防

の
支

援 5
-2

-2
誤

嚥
の

予
防

の
支

援5
-1

-2
持

っ
て

い
る

機
能

を

発
揮

し
や

す
い

環
境

の
整

備

2
8

 活
動

と
参

加
を

通
じ

た
周

囲
の

人
び

と
と

の

日
常

的
な

交
流

環
境

を
実

現
す

る
た

め
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
と

も
重

複
す

る
が

「
リ

ス
ク

評
価

」
結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

2
9

 そ
の

人
に

と
っ

て
の

快
・
不

快
と

そ
の

変
化

の

状
況

の
把

握

※
基

本
ケ

ア
と

も
重

複
す

る
が

「
リ

ス
ク

評
価

」
結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3
0

 状
態

に
合

っ
た

活
動

と
参

加
を

実
現

す
る

環
境

整
備

※
基

本
ケ

ア
と

も
重

複
す

る
が

「
リ

ス
ク

評
価

」
結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3
1

 新
た

な
役

割
・
機

能
を

獲
得

す
る

こ
と

の
支

援 ※
基

本
ケ

ア
と

も
重

複
す

る
が

「
リ

ス
ク

評
価

」
結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3
2

 転
倒

の
予

防
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
と

も
重

複
す

る
が

「
リ

ス
ク

評
価

」
結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

3
3

 誤
嚥

の
予

防
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
と

も
重

複
す

る
が

「
リ

ス
ク

評
価

」
結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

5
 こ

れ
ま

で

の
生

活
の

尊
重

と
重

度
化

の
予

防
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動

・心
理

症
状

が
どの

よ
うな

状
況

や
タイ

ミン
グ

で
起

き
て

い
る

か
（

どの
よ

うな
状

況
で

起
き

や
す

い
の

か
、定

期
的

に
起

き
て

い
る

の
か

等
）

を
把

握
す

る
体

制
の

整
備

。
・行

動
・心

理
症

状
を

予
防

す
る

た
め

に
も

、ど
の

よ
うな

状
況

が
本

人
に

とっ
て

の
要

因
に

な
って

い
る

か
を

分
析

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、ま

ず
は

どの
よ

うな
状

況
・タ

イミ
ン

グ
で

行
動

・心
理

症
状

が
起

き
て

い
る

か
を

把
握

す
る

こと
が

重
要

。
・な

お
、行

動
・心

理
症

状
に

対
して

は
背

景
要

因
を

把
握

して
対

応
す

る
こと

が
基

本
だ

が
、実

際
に

は
本

人
の

意
思

の
尊

重
との

バ
ラン

ス
を

取
る

こと
が

難
しい

場
合

も
あ

る
た

め
、一

定
の

期
間

に
わ

た
って

行
動

・心
理

症
状

の
現

れ
方

を
把

握
す

る
とと

も
に

、日
常

の
そ

の
人

の
状

況
や

意
向

を
併

せ
て

把
握

して
お

くこ
とが

大
切

。
・本

人
が

感
じて

い
る

不
安

や
不

快
の

程
度

を
把

握
し、

可
能

な
限

りこ
れ

を
解

消
す

る
よ

うな
支

援
。

・行
動

・心
理

症
状

の
多

くは
、本

人
の

不
安

や
不

快
、ス

トレ
ス

が
要

因
で

あ
り、

こう
した

状
況

を
把

握
して

分
析

し、
解

消
策

を
実

施
す

る
こと

は
行

動
・心

理
症

状
の

予
防

に
重

要
。

・行
動

・心
理

症
状

の
背

景
要

因
を

捉
え

、特
に

本
人

か
ら見

た
不

安
や

不
快

、ス
トレ

ス
等

を
解

消
す

る
た

め
の

取
り組

み
と支

援
。

・行
動

・心
理

症
状

の
多

くは
、本

人
の

不
安

や
不

快
、ス

トレ
ス

が
要

因
で

あ
る

た
め

、そ
の

対
応

も
非

薬
物

療
法

が
原

則
とさ

れ
る

。

・し
た

が
って

、本
人

か
らみ

た
不

安
や

不
快

、ス
トレ

ス
等

の
状

況
を

把
握

した
うえ

で
分

析
し、

そ
の

解
消

の
た

め
の

取
り組

み
や

支
援

を
実

施
す

る
こと

が
行

動
・心

理
症

状
の

予
防

に
重

要
。

36
 背

景
要

因
に

対
す

る
対

応
策

の
実

施
の

支
援

6-
1

行
動

・心
理

症
状

の
状

況
と背

景
要

因
の

把
握

34
 行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

を
整

え
る

35
 本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6-
1-

1
行

動
・心

理
症

状
の

具
体

的
内

容
を

把
握

す
る

体
制

の
構

築

6-
1-

2
本

人
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
の

把
握

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・行
動

・心
理

症
状

に
は

背
景

要
因

が
あ

る
こと

、そ
の

多
くが

本
人

か
ら見

た
不

安
や

不
快

、ス
トレ

ス
が

要
因

とな
って

い
る

こと
、そ

うし
た

背
景

要
因

の
解

決
こそ

が
重

要
で

あ
る

こと
に

つ
い

て
、家

族
の

理
解

を
深

め
る

支
援

。
・行

動
・心

理
症

状
の

多
くは

、本
人

の
不

安
や

不
快

、ス
トレ

ス
が

要
因

で
あ

る
た

め
、そ

の
対

応
も

非
薬

物
療

法
が

原
則

とさ
れ

る
。

・し
た

が
って

、本
人

か
らみ

た
不

安
や

不
快

、ス
トレ

ス
等

の
状

況
を

把
握

した
うえ

で
分

析
し、

そ
の

解
消

の
た

め
の

取
り組

み
や

支
援

を
実

施
す

る
こと

が
行

動
・心

理
症

状
の

予
防

に
重

要
。

・さ
らに

、本
人

か
ら見

た
不

安
や

不
快

、ス
トレ

ス
の

解
消

の
た

め
に

は
、家

族
等

の
関

わ
り方

を
見

直
す

必
要

が
あ

る
場

合
も

あ
る

こと
に

つ
い

て
、家

族
等

の
理

解
を

うな
が

す
こと

も
大

切
。

・家
族

等
が

感
じる

不
安

を
緩

和
した

り、
日

々
の

介
護

に
対

す
る

情
緒

的
支

援
（

ね
ぎ

らい
）

が
提

供
され

る
よ

う、
相

談
支

援
を

提
供

す
る

とと
も

に
地

域
の

社
会

資
源

を
つ

な
ぐよ

うな
支

援
。

・日
々

介
護

に
携

わ
って

い
る

家
族

の
不

安
とス

トレ
ス

を
軽

減
す

る
た

め
に

も
、家

族
等

に
対

す
る

受
容

の
支

援
とと

も
に

、日
々

実
施

して
い

る
介

護
に

対
す

る
ね

ぎ
らい

や
、一

人
で

抱
え

込
ま

な
くて

良
い

よ
うに

す
る

た
め

の
社

会
資

源
の

紹
介

とい
った

支
援

が
重

要
。

・家
族

等
自

身
の

生
活

の
リズ

ム
が

保
た

れ
る

よ
う、

家
族

等
の

生
活

を
捉

え
た

うえ
で

、そ
の

生
活

リズ
ム

に
対

す
る

影
響

を
小

さく
で

き
る

よ
うな

社
会

資
源

を
紹

介
す

る
等

の
支

援
。

・日
々

介
護

に
携

わ
って

い
る

家
族

等
の

不
安

とス
トレ

ス
を

軽
減

す
る

た
め

に
も

、家
族

等
に

対
す

る
受

容
の

支
援

とと
も

に
、日

々
実

施
して

い
る

介
護

に
対

す
る

ね
ぎ

らい
や

、一
人

で
抱

え
込

ま
な

くて
良

い
よ

うに
す

る
た

め
の

社
会

資
源

の
紹

介
とい

った
支

援
が

重
要

。
・家

族
等

が
一

人
で

抱
え

込
ま

な
くて

良
い

よ
う、

家
族

等
だ

け
で

な
く、

本
人

を
理

解
しと

も
に

関
わ

る
こと

が
で

き
る

理
解

者
を

増
や

す
とと

も
に

、そ
れ

ま
で

に
交

友
が

あ
った

近
隣

住
民

等
に

も
理

解
す

る
関

係
性

を
作

って
も

らえ
る

よ
う支

援
。

・認
知

症
の

あ
る

方
の

ケ
ア

で
は

、本
人

が
地

域
で

の
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

うに
支

え
る

こと
が

重
要

で
あ

り、
か

つ
家

族
等

が
一

人
で

抱
え

込
ま

な
くて

良
い

よ
うに

、地
域

の
近

隣
住

民
や

交
友

関
係

者
の

理
解

を
高

め
て

お
くこ

とが
重

要
。

39
 家

族
等

の
仕

事
と生

活
の

リズ
ム

が
保

た
れ

る
よ

うに
す

る
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

7-
1

家
族

支
援

に
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
支

援

7-
1-

1
家

族
等

に
対

す
る

支
援

の
体

制
の

整
備

7-
1-

2
本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援

6 
行

動
・

心
理

症
状

の
予

防
・

重
度

化
防

止

38
 家

族
等

に
対

し
相

談
支

援
が

提
供

さ
れ

る
体

制
を

整
え

る
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

40
 本

人
や

家
族

等
に

か
か

わ
る

理
解

者
を

増
や

す
こと

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

し
て

実
施

37
 背

景
要

因
に

対
す

る
家

族
等

の
理

解
を

深
め

る
こと

の
支

援

7 
家

族
等

へ
の

対
応

6-
2

背
景

要
因

に
対

す
る

取
り組

み
の

支
援

6-
2-

1
背

景
要

因
に

対
す

る
取

り組
み

の
支

援
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認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・将
来

に
わ

た
り、

本
人

の
尊

厳
を

守
り、

で
き

る
限

り今
の

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
う、

本
人

や
家

族
の

生
活

の
意

向
を

捉
え

る
とと

も
に

、将
来

の
生

活
に

備
え

て
利

用
可

能
な

地
域

資
源

が
あ

る
こと

を
伝

え
る

支
援

。
・認

知
症

の
方

の
尊

厳
の

あ
る

生
活

を
支

え
て

い
くの

は
長

期
間

に
わ

た
り、

か
つ

将
来

の
生

活
に

対
す

る
不

安
を

持
ち

や
す

い
た

め
、意

向
を

把
握

しつ
つ

活
用

可
能

な
地

域
資

源
を

伝
え

る
こと

が
重

要
。

7-
2

将
来

に
わ

た
り

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

7-
2-

1
将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

41
 将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
し

て
実

施

7 
家

族
等

へ
の

対
応

認
知
症

支
援

の
概

要
、必

要
性

支
援

の
概

要
、必

要
性

大
項

目
中

項
目

小
項

目
想

定
さ

れ
る

支
援

内
容

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

・将
来

に
わ

た
り、

本
人

の
尊

厳
を守

り、
で

き
る

限
り今

の
生

活
を継

続
で

き
る

よ
う、

本
人

や
家

族
の

生
活

の
意

向
を捉

え
る

とと
も

に
、将

来
の

生
活

に
備

え
て

利
用

可
能

な
地

域
資

源
が

あ
る

こと
を

伝
え

る
支

援
。

・認
知

症
の

方
の

尊
厳

の
あ

る
生

活
を支

え
て

い
くの

は
長

期
間

に
わ

た
り、

か
つ

将
来

の
生

活
に

対
す

る
不

安
を

持
ち

や
す

い
た

め
、意

向
を把

握
しつ

つ
活

用
可

能
な

地
域

資
源

を伝
え

る
こと

が
重

要
。

41
将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

7
家

族
等

へ
の

対
応

7-
2

将
来

に
わ

た
り

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援

7-
2-

1
将

来
に

わ
た

り生
活

を
継

続
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
の

支
援
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第
５
節

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
の
ケ
ア

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る
基
本
的
理
解

(1
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
特
徴

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
し

た
高

齢
者

、
脳

梗
塞

後
遺

症
や

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
な

ど
の

神
経

疾
患

や
寝

た
き

り
の

患
者

に
多

く
発

生
す

る
。

30

・
口

腔
内

の
清

潔
が

十
分

に
保

た
れ

て
い

な
か

っ
た

り
、

摂
食

嚥
下

機
能

が
低

下
し

て
い

る
場

合
、

誤
嚥

に
よ

っ
て

口
腔

内
の

細
菌

が
肺

へ
と

至
り

、
肺

炎
が

発
症

し

や
す

く
な

る
。

こ
の

よ
う

に
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
の

背
景

に
は

、
基

礎
と

な
る

病
態

が
あ

る
た

め
、

ひ
と

た
び

肺
炎

を
治

癒
で

き
て

も
ま

た
繰

り
返

し
て

し
ま

う
可

能

性
が

大
き

い
。

・
ま

た
、

誤
っ

た
口

腔
ケ

ア
の

方
法

に
よ

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
が

生
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
例

え
ば

、
横

に
な

っ
た

姿
勢

の
ま

ま
口

腔
ケ

ア
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
歯

垢

で
汚

染
さ

れ
た

唾
液

を
誤

嚥
し

て
し

ま
い

、
肺

炎
に

な
る

こ
と

も
あ

る
。

・
さ

ら
に

、
寝

室
や

日
常

的
に

居
場

所
に

し
て

い
る

部
屋

の
陽

射
し

や
、

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
時

間
、

同
居

す
る

家
族

等
の

生
活

時
間

や
生

活
ス

タ
イ

ル
な

ど
の

影
響

を

受
け

て
、

特
定

の
日

に
、

日
常

と
違

う
生

活
リ

ズ
ム

が
生

じ
、

そ
れ

が
原

因
と

な
っ

て
誤

嚥
性

肺
炎

に
つ

な
が

る
場

合
も

あ
る

。

・
高

齢
者

の
場

合
、

回
復

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
で

、
結

果
的

に
入

院
期

間
が

長
く

な
り

、
長

い
入

院
生

活
に

と
も

な
う

生
活

不
活

発
も

懸
念

さ
れ

る
。

例
え

ば
治

療

の
た

め
に

口
か

ら
食

事
を

摂
る

こ
と

を
し

ば
ら

く
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

影
響

や
、

病
床

に
寝

て
い

る
時

間
が

長
く

な
る

こ
と

に
伴

う
重

力
の

影
響

や
全

身
の

筋
力

低

下
の

影
響

も
、

摂
食

嚥
下

機
能

の
低

下
に

関
係

す
る

こ
と

が
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

自
宅

へ
の

復
帰

が
難

し
く

な
る

な
ど

、
発

症
前

に
比

べ
て

状
態

が
悪

く
な

っ
て

し

ま
う

場
合

も
多

い
と

さ
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
ひ

と
た

び
発

症
す

る
と

そ
の

影
響

が
非

常
に

大
き

い
た

め
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

発
症

に
至

る
リ

ス
ク

を
小

さ
く

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
、

日
常

的
な

予

防
の

取
り

組
み

が
重

要
に

な
る

。

・
誤

嚥
性

肺
炎

の
発

症
原

因
は

、
本

人
の

心
身

の
状

態
、

生
活

環
境

や
生

活
リ

ズ
ム

、
口

腔
ケ

ア
の

方
法

な
ど

、
多

種
多

様
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

介
護

支
援

専
門

員

に
は

、
複

数
の

専
門

職
の

視
点

か
ら

情
報

を
多

面
的

に
収

集
し

、
分

析
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
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(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の

(2
)
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

・
重

篤
な

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

は
医

療
の

対
象

と
な

る
も

の
だ

が
，

そ
の

要
因

は
多

様
で

あ
る

た
め

、
幅

広
い

視
点

か
ら

、
予

防
の

た
め

に
取

り
組

む
べ

き
こ

と
を

整

理
し

、
本

人
が

そ
れ

を
実

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
な

お
、

早
期

に
日

常
と

の
違

い
を

把
握

す
る

た
め

に
は

、
気

づ
き

が
重

要
で

あ
る

。
例

え
ば

、
歯

垢
で

汚
染

さ
れ

た
唾

液
や

口
腔

内
の

食
べ

残
し

の
不

顕
性

誤
嚥

3
1

が
あ

る
と

、
こ

れ
が

原
因

と
な

っ
て

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

や
対

応
を

実
施

す
べ

き
か

に
つ

い
て

は
、

本
人

の
状

態
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、

疾
患

の
診

断
と

治
療

の
よ

う
に

明
確

に
指

し
示

す

こ
と

は
難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、
誤

嚥
性

肺
炎

に
直

接
的

・
間

接
的

に
関

連
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
に

注
意

し
て

、
現

在
の

状
況

を
把

握
し

、
他

の
専

門
職

と
と

も

に
予

防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
具

体
的

に
は

、
本

人
の

日
常

の
健

康
状

態
や

生
活

状
況

、
食

事
の

様
子

、
摂

食
嚥

下
機

能
と

そ
の

障
害

な
ど

の
情

報
を

、
可

能
で

あ
れ

ば
一

時
点

で
は

な
く

変
化

を

捉
え

る
た

め
に

一
定

の
期

間
に

お
い

て
収

集
し

、
そ

れ
を

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
共

有
し

、
判

断
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
に

な
る

。
誤

嚥
リ

ス
ク

や

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リ
ス

ク
評

価
に

関
わ

り
う

る
専

門
職

と
し

て
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
P
T
/O

T/
S
T
、

管
理

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
な

ど
が

考

え
ら

れ
る

。

・
具

体
的

な
情

報
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
踏

ま
え

て
、

本
人

に
と

っ
て

必
要

な
ケ

ア
や

環
境

の
改

善
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

、
誤

嚥

性
肺

炎
の

リ
ス

ク
が

あ
る

方
あ

る
い

は
過

去
に

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
方

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
な

お
、

リ
ス

ク
評

価
と

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
対

応
策

は
、

本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
、

食
事

の
様

子
な

ど
具

体
的

な
状

況
に

基
づ

い
て

決
ま

る
た

め
、

本
人

の
日

常
の

状
態

の
変

化
を

捉
え

る
こ

と
も

重
要

に
な

る
。

こ
こ

で
変

化
に

は
大

き
く

二
つ

の
観

点
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
短

期
的

で
急

な
変

化
と

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
で

あ
る

。

・
短

期
的

で
急

な
変

化
が

み
ら

れ
る

場
合

は
遅

滞
な

く
把

握
し

て
医

療
に

つ
な

ぎ
、

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

長
期

的
で

緩

や
か

な
変

化
は

、
月

の
単

位
や

年
の

単
位

で
体

重
の

減
少

や
筋

力
の

低
下

、
行

動
範

囲
の

縮
小

な
ど

、
本

人
の

フ
レ

イ
ル

の
進

行
が

疑
わ

れ
る

場
合

で
あ

り
、

誤
嚥

性

肺
炎

の
リ

ス
ク

の
高

ま
り

を
捉

え
た

、
専

門
職

と
の

連
携

や
再

評
価

、
必

要
な

ケ
ア

体
制

の
再

構
築

が
求

め
ら

れ
る

。

・
つ

ま
り

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

点
で

状
況

を
把

握
し

て
終

わ
り

、
で

は
な

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
継

続
的

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
入

院
や

入
所

の
環

境
と

異
な

り
、

自
宅

で
生

活
を

送
る

要
介

護
者

の
場

合
、

専
門

職
が

常
時

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
日

常
の

状
態

の
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変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。 (3
)

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

後
の

対
策

に
お

い
て

留
意

す
べ

きこ
と

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機

変
化

を
捉

え
る

ま
で

に
時

間
差

が
発

生
し

う
る

。
し

た
が

っ
て

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
に

携
わ

る
専

門
職

は
も

ち
ろ

ん
、

同
居

者
が

い
る

場
合

は
そ

の
同

居
者

や
そ

の
他

本

人
の

日
常

の
様

子
を

把
握

で
き

る
関

係
者

を
把

握
し

、
日

常
の

様
子

の
把

握
や

そ
の

変
化

の
兆

候
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を
整

え
る

こ
と

も
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

な
る

。

・
特

に
、

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

に
お

い
て

重
要

と
な

る
口

腔
清

潔
の

状
態

や
摂

食
嚥

下
の

状
況

（
咳

や
痰

が
ら

み
の

様
子

、
む

せ
な

ど
ト

ラ
ブ

ル
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

等
）

、
日

常
の

食
事

の
様

子
（

食
べ

方
、

食
事

中
の

咀
嚼

や
飲

み
込

み
の

様
子

等
）

、
食

事
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

は
食

事
介

助
の

方
法

（
食

べ
さ

せ
方

）
等

の

状
況

を
把

握
し

、
医

師
・

歯
科

医
師

な
ど

に
共

有
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
誤

嚥
性

肺
炎

は
予

防
に

よ
っ

て
発

症
リ

ス
ク

を
一

定
程

度
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

体
制

を
整

え
て

お
く

こ
と

で
発

症
し

て
も

重
度

化
を

防
ぎ

そ

の
後

の
回

復
を

円
滑

に
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
し

た
が

っ
て

、
本

人
に

と
っ

て
必

要
な

予
防

上
の

留
意

点
を

踏
ま

え
、

日
常

生
活

に
お

け
る

本
人

の
状

況
を

多
職

種
と

共
有

し
、

予
防

を
重

視
し

た
連

携
体

制
を

構

築
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

い
う

な
れ

ば
、

療
養

と
再

発
予

防
（

二
次

予
防

）
以

上
に

、
発

症
の

予
防

（
一

次
予

防
）

に
着

目
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

る
。 (3
)

誤
嚥

性
肺

炎
の

治
療

後
の

対
策

に
お

い
て

留
意

す
べ

きこ
と

・
誤

嚥
性

肺
炎

を
発

症
し

た
高

齢
者

の
治

療
後

の
対

策
で

は
、

生
活

を
取

り
戻

す
支

援
と

、
再

発
の

予
防

が
重

要
に

な
る

。
療

養
場

所
に

も
よ

る
が

、
療

養
期

間
の

長

期
化

に
伴

う
生

活
不

活
発

の
助

長
が

み
ら

れ
る

恐
れ

も
あ

る
。

退
院

後
に

本
人

が
望

む
生

活
を

取
り

戻
す

こ
と

が
目

標
に

な
る

が
、

そ
の

道
程

と
し

て
摂

食
嚥

下
機

能

の
回

復
や

口
腔

ケ
ア

、
食

事
か

ら
の

栄
養

摂
取

の
や

り
方

な
ど

ケ
ア

内
容

と
関

わ
る

専
門

職
の

範
囲

が
、

入
院

前
と

大
き

く
変

わ
り

う
る

点
に

留
意

が
必

要
で

あ
る

。

・
ま

た
、

ひ
と

た
び

誤
嚥

性
肺

炎
を

発
症

し
た

こ
と

が
あ

る
高

齢
者

は
、

再
発

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
予

防
上

の
留

意
点

を
踏

ま
え

、
特

に
再

発
の

予
防

に

重
点

を
お

く
必

要
が

あ
る

。

・
入

院
し

て
治

療
す

る
場

合
、

退
院

後
の

生
活

へ
と

円
滑

に
つ

な
げ

る
た

め
に

は
、

入
院

前
の

在
宅

で
の

健
康

や
生

活
の

状
況

に
関

す
る

情
報

を
、

病
院

へ
提

供
す

る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
同

時
に

、
退

院
後

の
生

活
の

回
復

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
入

院
後

の
早

い
段

階
、

例
え

ば
診

断
や

治
療

方
針

が
定

ま
っ

た
時

点
か

ら
退

院
に

向

け
た

調
整

を
始

め
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
な

お
、

在
宅

で
の

ケ
ア

内
容

、
特

に
退

院
後

間
も

な
い

期
間

の
ケ

ア
内

容
は

、
本

人
の

健
康

状
態

や
在

宅
で

の
生

活
状

況
、

介
護

者
の

状
況

は
も

ち
ろ

ん
、

入
院

中

に
ど

の
よ

う
な

ケ
ア

が
行

わ
れ

て
い

た
か

（
あ

る
い

は
，

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
か

）
に

よ
っ

て
も

変
化

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
の

機
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会
も

活
用

し
、

病
棟

で
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

専
門

職
か

ら
の

情
報

提
供

や
助

言
を

踏
ま

え
て

退
院

後
の

ケ
ア

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

30
 
一

般
社

団
法

人
日

本
呼

吸
器

学
会

W
EB

 
ペ

ー
ジ

「
誤

嚥
性

肺
炎

」
よ

り

31
 不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。

会
も

活
用

し
、

病
棟

で
ケ

ア
に

あ
た

っ
た

専
門

職
か

ら
の

情
報

提
供

や
助

言
を

踏
ま

え
て

退
院

後
の

ケ
ア

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

30
 
一

般
社

団
法

人
日

本
呼

吸
器

学
会

W
EB

ペ
ー

ジ
「

誤
嚥

性
肺

炎
」

よ
り

31
不

顕
性

誤
嚥

と
は

、
本

人
の

無
意

識
の

う
ち

に
唾

液
が

気
道

に
入

っ
て

し
ま

う
こ

と
を

指
す

。
む

せ
た

り
、

咳
き

込
ん

だ
り

と
い

っ
た

、
異

物
が

気
道

に
入

っ
た

と

き
の

「
反

射
」

が
み

ら
れ

な
い

。
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誤
嚥
性
肺
炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

︓
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾

患
別

ケ
ア

は
、誤

嚥
性

肺
炎

の
リス

クが
大

き
い

要
介

護
高

齢
者

が
、日

常
生

活
に

お
い

て
発

症
予

防
／

再
発

予
防

の
た

め
に

必
要

と想
定

され
る

支
援

を
整

理
した

も
の

。日
常

生
活

に
お

け
る

「予
防

」を
対

象
範

囲
とす

る
。

・本
疾

患
別

ケ
ア

で
は

、誤
嚥

性
肺

炎
を「

Ａ
Ｄ

Ｌ
や

全
身

機
能

の
低

下
、特

に
脳

血
管

障
害

を有
す

る
場

合
に

認
め

られ
や

す
い

嚥
下

機
能

障
害

を背
景

に
起

き
る

肺
炎

」と
して

捉
え

る
。不

顕
性

の
誤

嚥
に

よ
って

起
こる

肺
炎

も
含

め
る

。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥

性
肺

炎
は

高
齢

者
に

多
く起

こり
うる

疾
患

で
あ

り、
罹

患
す

る
と重

篤
な

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

大
きい

こと
の

理
解

を
うな

が
す

。
・誤

嚥
性

肺
炎

は
、リ

ス
クの

評
価

と予
防

で
対

応
で

き
る

の
で

、そ
の

た
め

の
取

り組
み

が
重

要
で

あ
る

こと
の

理
解

を
うな

が
す

。
・誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

た
め

に
は

ま
ず

誤
嚥

リス
クの

評
価

が
重

要
で

あ
る

た
め

、本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

態
を把

握
し、

誤
嚥

リス
クを

評
価

す
る

専
門

職
と

共
有

。
・な

お
、状

態
は

変
化

す
る

こと
が

あ
る

の
で

、一
度

で
終

わ
らせ

ず
継

続
的

に
把

握
・共

有
。

・疾
患

や
障

害
に

よ
る

影
響

を評
価

で
き

る
よ

うに
す

る
た

め
、本

人
の

疾
患

の
履

歴
や

、障
害

の
有

無
、認

知
機

能
の

低
下

とそ
れ

に
伴

う生
活

障
害

等
の

状
況

を把
握

し、
リス

ク評
価

に
関

わ
りう

る
専

門
職

と共
有

。
・摂

食
嚥

下
機

能
と誤

嚥
リス

クの
評

価
の

根
拠

とす
る

た
め

、か
み

合
わ

せ
や

咀
嚼

及
び

義
歯

の
状

況
、舌

運
動

の
様

相
、サ

ー
ビス

を
受

け
る

前
の

期
間

に
お

け
る

義
歯

の
管

理
の

状
態

な
ど、

摂
食

嚥
下

機
能

に
か

か
わ

る
日

常
の

状
態

を把
握

し、
評

価
す

る
・な

お
、状

態
は

変
化

す
る

こと
が

あ
る

の
で

、状
況

の
把

握
は

一
度

で
終

わ
らせ

ず
継

続
的

な
把

握
・共

有
。

4
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥

リス
クの

評
価

の
根

拠
とな

る
、咀

嚼
や

嚥
下

に
関

わ
る

トラ
ブ

ル
な

どの
出

来
事

を
把

握
し、

リス
ク評

価
に

関
わ

りう
る

専
門

職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解

誤
嚥
性
肺
炎

【概
要

版
（

項
目

一
覧

）
】疾

患
別

ケ
ア

︓
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防

・本
疾

患
別

ケ
ア

は
、誤

嚥
性

肺
炎

の
リス

クが
大

き
い

要
介

護
高

齢
者

が
、日

常
生

活
に

お
い

て
発

症
予

防
／

再
発

予
防

の
た

め
に

必
要

と想
定

され
る

支
援

を
整

理
した

も
の

。日
常

生
活

に
お

け
る

「予
防

」を
対

象
範

囲
とす

る
。

・本
疾

患
別

ケ
ア

で
は

、誤
嚥

性
肺

炎
を「

Ａ
Ｄ

Ｌ
や

全
身

機
能

の
低

下
、特

に
脳

血
管

障
害

を有
す

る
場

合
に

認
め

られ
や

す
い

嚥
下

機
能

障
害

を背
景

に
起

き
る

肺
炎

」と
して

捉
え

る
。不

顕
性

の
誤

嚥
に

よ
って

起
こる

肺
炎

も
含

め
る

。

支
援

の
概

要
、必

要
性

・誤
嚥

性
肺

炎
は

高
齢

者
に

多
く起

こり
うる

疾
患

で
あ

り、
罹

患
す

る
と重

篤
な

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

大
きい

こと
の

理
解

を
うな

が
す

。
・誤

嚥
性

肺
炎

は
、リ

ス
クの

評
価

と予
防

で
対

応
で

き
る

の
で

、そ
の

た
め

の
取

り組
み

が
重

要
で

あ
る

こと
の

理
解

を
うな

が
す

。
・誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

た
め

に
は

ま
ず

誤
嚥

リス
クの

評
価

が
重

要
で

あ
る

た
め

、本
人

の
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

態
を把

握
し、

誤
嚥

リス
クを

評
価

す
る

専
門

職
と

共
有

。
・な

お
、状

態
は

変
化

す
る

こと
が

あ
る

の
で

、一
度

で
終

わ
らせ

ず
継

続
的

に
把

握
・共

有
。

・疾
患

や
障

害
に

よ
る

影
響

を評
価

で
き

る
よ

うに
す

る
た

め
、本

人
の

疾
患

の
履

歴
や

、障
害

の
有

無
、認

知
機

能
の

低
下

とそ
れ

に
伴

う生
活

障
害

等
の

状
況

を把
握

し、
リス

ク評
価

に
関

わ
りう

る
専

門
職

と共
有

。
・摂

食
嚥

下
機

能
と誤

嚥
リス

クの
評

価
の

根
拠

とす
る

た
め

、か
み

合
わ

せ
や

咀
嚼

及
び

義
歯

の
状

況
、舌

運
動

の
様

相
、サ

ー
ビス

を
受

け
る

前
の

期
間

に
お

け
る

義
歯

の
管

理
の

状
態

な
ど、

摂
食

嚥
下

機
能

に
か

か
わ

る
日

常
の

状
態

を把
握

し、
評

価
す

る
・な

お
、状

態
は

変
化

す
る

こと
が

あ
る

の
で

、状
況

の
把

握
は

一
度

で
終

わ
らせ

ず
継

続
的

な
把

握
・共

有
。

4 
誤

嚥
リス

ク
が

疑
わ

れ
る

出
来

事
の

把
握

・誤
嚥

リス
クの

評
価

の
根

拠
とな

る
、咀

嚼
や

嚥
下

に
関

わ
る

トラ
ブ

ル
な

どの
出

来
事

を
把

握
し、

リス
ク評

価
に

関
わ

りう
る

専
門

職
と共

有
。

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

2 
日

常
の

健
康

状
態

や
生

活
状

況
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

3 
か

み
合

わ
せ

や
咀

嚼
及

び
義

歯
の

状
況

等
の

継
続

的
な

把
握

と共
有

1-
1-

1
誤

嚥
リス

ク
の

評
価

に
資

す
る

情
報

の
収

集

支
援

の
概

要
、必

要
性

0 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1 

誤
嚥

性
肺

炎
の

予
防

の
必

要
性

の
理

解

1 
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
の

必
要

性
の

理
解

0-
1-

1
必

要
性

の
理

解

135



誤
嚥
性
肺
炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リス
クを

把
握

す
る

た
め

、日
常

的
な

咳
の

状
況

（
咳

をす
る

頻
度

、ど
の

よ
うな

タイ
プ

の
咳

か
、い

つ
多

くな
る

か
、む

せ
の

有
無

な
ど）

を
把

握
し、

リス
ク評

価
に

関
わ

りう
る

専
門

職
と共

有
。

・肺
炎

の
発

症
に

つ
な

が
る

リス
クを

評
価

す
る

根
拠

とす
る

た
め

、日
常

的
な

口
腔

ケ
ア

の
状

況
や

口
腔

内
衛

生
状

態
の

概
要

を
把

握
し、

リス
ク評

価
に

関
わ

りう
る

専
門

職
と共

有
。

・専
門

職
に

よ
る

リス
ク評

価
結

果
を踏

ま
え

、摂
食

嚥
下

機
能

を維
持

・改
善

す
る

た
め

の
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
（

専
門

職
に

よ
る

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

だ
け

で
な

く、
口

腔
体

操
な

どの
取

り組
み

を
含

む
）

が
提

供
され

る
よ

うな
ケ

ア
体

制
を

整
え

る
。

・セ
ル

フケ
ア

とし
て

自
身

で
実

施
可

能
な

取
り組

み
や

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

に
つ

い
て

は
、

そ
の

実
施

方
法

や
留

意
点

を把
握

し、
家

族
等

の
介

護
者

に
も

共
有

。
・専

門
職

に
よ

る
リス

ク評
価

結
果

を踏
ま

え
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・な
お

、過
去

に
気

管
切

開
処

置
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、喉
頭

の
運

動
の

抑
制

か
ら嚥

下
障

害
が

生
じる

た
め

、病
歴

を注
意

して
把

握
し専

門
職

と共
有

。
・唾

液
分

泌
が

減
り、

口
腔

乾
燥

が
進

む
と、

摂
食

嚥
下

の
トラ

ブ
ル

が
起

き
や

す
くな

る
た

め
、こ

れ
を

防
ぐた

め
に

口
の

中
が

乾
き

す
ぎ

な
い

よ
うに

す
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・口
腔

乾
燥

が
あ

る
場

合
に

そ
の

原
因

を評
価

す
る

た
め

、口
渇

、口
腔

乾
燥

をも
た

ら
す

要
因

とな
る

服
薬

内
容

等
の

情
報

を
把

握
し、

薬
剤

師
等

の
専

門
職

に
そ

の
情

報
を

共
有

。
・本

人
の

摂
食

嚥
下

機
能

の
評

価
を

踏
ま

え
、メ

ニ
ュー

や
調

理
方

法
、あ

る
い

は
食

形
態

が
適

切
な

も
の

とな
る

よ
うに

見
直

し、
そ

れ
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・同
居

家
族

な
どが

主
に

調
理

して
い

る
介

護
者

で
あ

る
場

合
は

、介
護

者
に

対
し、

評
価

結
果

を踏
ま

え
た

専
門

職
か

らの
食

内
容

に
関

す
る

留
意

点
を共

有
。

2-
1 

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6 
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
トラ

ブ
ル

な
く食

事
を

とる
こと

の
支

援

7 
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

して
実

施

8 
食

内
容

の
見

直
しの

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1 
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5 
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握

誤
嚥
性
肺
炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

リス
クを

把
握

す
る

た
め

、日
常

的
な

咳
の

状
況

（
咳

をす
る

頻
度

、ど
の

よ
うな

タイ
プ

の
咳

か
、い

つ
多

くな
る

か
、む

せ
の

有
無

な
ど）

を
把

握
し、

リス
ク評

価
に

関
わ

りう
る

専
門

職
と共

有
。

・肺
炎

の
発

症
に

つ
な

が
る

リス
クを

評
価

す
る

根
拠

とす
る

た
め

、日
常

的
な

口
腔

ケ
ア

の
状

況
や

口
腔

内
衛

生
状

態
の

概
要

を
把

握
し、

リス
ク評

価
に

関
わ

りう
る

専
門

職
と共

有
。

・専
門

職
に

よ
る

リス
ク評

価
結

果
を踏

ま
え

、摂
食

嚥
下

機
能

を維
持

・改
善

す
る

た
め

の
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
（

専
門

職
に

よ
る

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

だ
け

で
な

く、
口

腔
体

操
な

どの
取

り組
み

を
含

む
）

が
提

供
され

る
よ

うな
ケ

ア
体

制
を

整
え

る
。

・セ
ル

フケ
ア

とし
て

自
身

で
実

施
可

能
な

取
り組

み
や

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

に
つ

い
て

は
、

そ
の

実
施

方
法

や
留

意
点

を把
握

し、
家

族
等

の
介

護
者

に
も

共
有

。
・専

門
職

に
よ

る
リス

ク評
価

結
果

を踏
ま

え
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
リハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・な
お

、過
去

に
気

管
切

開
処

置
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、喉
頭

の
運

動
の

抑
制

か
ら嚥

下
障

害
が

生
じる

た
め

、病
歴

を注
意

して
把

握
し専

門
職

と共
有

。
・唾

液
分

泌
が

減
り、

口
腔

乾
燥

が
進

む
と、

摂
食

嚥
下

の
トラ

ブ
ル

が
起

き
や

す
くな

る
た

め
、こ

れ
を

防
ぐた

め
に

口
の

中
が

乾
き

す
ぎ

な
い

よ
うに

す
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・口
腔

乾
燥

が
あ

る
場

合
に

そ
の

原
因

を評
価

す
る

た
め

、口
渇

、口
腔

乾
燥

をも
た

ら
す

要
因

とな
る

服
薬

内
容

等
の

情
報

を
把

握
し、

薬
剤

師
等

の
専

門
職

に
そ

の
情

報
を

共
有

。
・本

人
の

摂
食

嚥
下

機
能

の
評

価
を

踏
ま

え
、メ

ニ
ュー

や
調

理
方

法
、あ

る
い

は
食

形
態

が
適

切
な

も
の

とな
る

よ
うに

見
直

し、
そ

れ
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・同
居

家
族

な
どが

主
に

調
理

して
い

る
介

護
者

で
あ

る
場

合
は

、介
護

者
に

対
し、

評
価

結
果

を踏
ま

え
た

専
門

職
か

らの
食

内
容

に
関

す
る

留
意

点
を共

有
。

2-
1

摂
食

嚥
下

機
能

の
支

援

2-
1-

1
摂

食
嚥

下
機

能
の

改
善

・維
持

6
摂

食
嚥

下
機

能
、発

声
・発

話
の

維
持

・改
善

の
た

め
の

支
援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2-
2-

1
嚥

下
トラ

ブ
ル

な
く食

事
を

とる
こと

の
支

援

7
口

腔
乾

燥
へ

の
支

援
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

して
実

施

8
食

内
容

の
見

直
しの

支
援

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

1
リス

ク
の

（
再

）
評

価
1-

1 
リス

ク
の

評
価

5
咳

や
呼

吸
、口

腔
衛

生
の

状
況

の
把

握
と共

有

1-
1-

2
誤

嚥
に

よ
る

肺
炎

の
リス

ク
の

把
握
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誤
嚥
性
肺
炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人

の
摂

食
嚥

下
機

能
の

評
価

を
踏

ま
え

、必
要

に
応

じて
食

事
をと

る
食

具
の

使
用

や
環

境
を

見
直

し、
そ

れ
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・本
人

の
摂

食
嚥

下
機

能
の

評
価

を
踏

ま
え

、食
事

を
とる

姿
勢

や
食

事
の

とり
方

が
適

切
な

も
の

とな
る

よ
うに

見
直

し、
そ

れ
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・同
居

家
族

な
どが

一
緒

に
食

事
を

とる
こと

が
多

か
った

り、
食

事
介

助
を行

って
い

る
場

合
は

、介
護

者
に

対
し、

評
価

結
果

を踏
ま

え
た

専
門

職
か

らの
食

事
の

摂
取

に
関

す
る

留
意

点
を共

有
。

・な
お

、食
事

介
助

を行
って

い
る

場
合

、食
事

に
十

分
な

時
間

が
確

保
で

き
な

い
た

め
に

本
人

の
残

存
能

力
を無

視
した

過
剰

な
食

事
介

助
とな

らな
い

よ
うに

留
意

。
・誤

嚥
の

リス
クを

高
め

な
い

よ
うに

、適
切

な
食

事
姿

勢
が

介
助

者
に

よ
って

提
供

され
る

よ
うな

体
制

を整
え

る
。

・食
事

か
らの

栄
養

摂
取

が
で

き
て

い
る

か
、食

欲
が

あ
る

か
を

把
握

。
・状

況
が

変
化

しう
る

た
め

、一
度

きり
で

は
な

く継
続

的
に

状
況

が
把

握
で

き
る

よ
う、

介
護

者
や

他
の

専
門

職
等

とも
連

携
して

日
常

の
状

態
を

随
時

把
握

で
き

る
よ

うな
体

・十
分

な
栄

養
を

摂
取

で
き

る
食

事
に

本
人

が
集

中
し、

食
欲

を
も

ち
食

事
を楽

しむ
こ

とが
で

き
る

よ
う、

慣
れ

親
しん

だ
食

事
環

境
を整

え
た

り、
好

き
な

も
の

を
定

期
的

に
と

れ
る

よ
うに

した
りと

い
った

ケ
ア

体
制

を
整

え
る

。
・感

染
症

を防
ぐた

め
定

期
的

な
口

腔
ケ

ア
を

行
うこ

とが
で

き
る

よ
う、

ケ
ア

体
制

を
整

え
る

。
（

例
え

ば
、は

み
が

き
、義

歯
の

洗
浄

な
どに

加
え

、ど
の

程
度

実
践

で
き

て
い

る
か

の
確

認
を

、セ
ル

フケ
ア

とし
て

自
ら行

うあ
る

い
は

、家
族

介
護

者
や

専
門

職
な

どが
行

う
体

制
を

整
え

る
こと

）
・本

人
の

健
康

状
態

や
生

活
環

境
の

変
化

に
伴

って
リス

クは
変

化
す

る
の

で
、一

定
期

間
ご

とに
上

記
の

よ
うな

リス
ク評

価
を再

度
実

施
。

・過
去

に
一

度
誤

嚥
性

肺
炎

を発
症

して
い

る
場

合
（

二
次

予
防

）
は

、前
回

発
症

した
際

の
状

況
の

振
り返

りも
併

せ
て

行
う。

3
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

9
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

11
口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

2-
2-

1
嚥

下
トラ

ブ
ル

な
く食

事
を

とる
こと

の
支

援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防

誤
嚥
性
肺
炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・本
人

の
摂

食
嚥

下
機

能
の

評
価

を
踏

ま
え

、必
要

に
応

じて
食

事
をと

る
食

具
の

使
用

や
環

境
を

見
直

し、
そ

れ
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・本
人

の
摂

食
嚥

下
機

能
の

評
価

を
踏

ま
え

、食
事

を
とる

姿
勢

や
食

事
の

とり
方

が
適

切
な

も
の

とな
る

よ
うに

見
直

し、
そ

れ
が

提
供

され
る

よ
うな

ケ
ア

体
制

を整
え

る
。

・同
居

家
族

な
どが

一
緒

に
食

事
を

とる
こと

が
多

か
った

り、
食

事
介

助
を行

って
い

る
場

合
は

、介
護

者
に

対
し、

評
価

結
果

を踏
ま

え
た

専
門

職
か

らの
食

事
の

摂
取

に
関

す
る

留
意

点
を共

有
。

・な
お

、食
事

介
助

を行
って

い
る

場
合

、食
事

に
十

分
な

時
間

が
確

保
で

き
な

い
た

め
に

本
人

の
残

存
能

力
を無

視
した

過
剰

な
食

事
介

助
とな

らな
い

よ
うに

留
意

。
・誤

嚥
の

リス
クを

高
め

な
い

よ
うに

、適
切

な
食

事
姿

勢
が

介
助

者
に

よ
って

提
供

され
る

よ
うな

体
制

を整
え

る
。

・食
事

か
らの

栄
養

摂
取

が
で

き
て

い
る

か
、食

欲
が

あ
る

か
を

把
握

。
・状

況
が

変
化

しう
る

た
め

、一
度

きり
で

は
な

く継
続

的
に

状
況

が
把

握
で

き
る

よ
う、

介
護

者
や

他
の

専
門

職
等

とも
連

携
して

日
常

の
状

態
を

随
時

把
握

で
き

る
よ

うな
体

・十
分

な
栄

養
を

摂
取

で
き

る
食

事
に

本
人

が
集

中
し、

食
欲

を
も

ち
食

事
を楽

しむ
こ

とが
で

き
る

よ
う、

慣
れ

親
しん

だ
食

事
環

境
を整

え
た

り、
好

き
な

も
の

を
定

期
的

に
と

れ
る

よ
うに

した
りと

い
った

ケ
ア

体
制

を
整

え
る

。
・感

染
症

を防
ぐた

め
定

期
的

な
口

腔
ケ

ア
を

行
うこ

とが
で

き
る

よ
う、

ケ
ア

体
制

を
整

え
る

。
（

例
え

ば
、は

み
が

き
、義

歯
の

洗
浄

な
どに

加
え

、ど
の

程
度

実
践

で
き

て
い

る
か

の
確

認
を

、セ
ル

フケ
ア

とし
て

自
ら行

うあ
る

い
は

、家
族

介
護

者
や

専
門

職
な

どが
行

う
体

制
を

整
え

る
こと

）
・本

人
の

健
康

状
態

や
生

活
環

境
の

変
化

に
伴

って
リス

クは
変

化
す

る
の

で
、一

定
期

間
ご

とに
上

記
の

よ
うな

リス
ク評

価
を再

度
実

施
。

・過
去

に
一

度
誤

嚥
性

肺
炎

を発
症

して
い

る
場

合
（

二
次

予
防

）
は

、前
回

発
症

した
際

の
状

況
の

振
り返

りも
併

せ
て

行
う。

3 
再

評
価

3-
1 

リス
ク

の
再

評
価

3-
1-

1 
リス

ク
の

再
評

価
12

 一
定

期
間

ご
との

リス
ク

の
再

評
価

2-
2-

2
フレ

イ
ル

予
防

の
た

め
に

必
要

な
栄

養
の

確
保

2-
2-

3
口

腔
ケ

ア
の

実
施

10
 食

事
内

容
と栄

養
摂

取
状

況
の

把
握

と改
善

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

9 
食

事
の

とり
方

や
環

境
の

整
備

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

11
 口

腔
ケ

ア
の

実
施

※
基

本
ケ

ア
とも

重
複

す
る

が
「リ

ス
ク

評
価

」結
果

を
踏

ま
え

て
特

に
留

意
して

実
施

2-
2-

1
嚥

下
トラ

ブ
ル

な
く食

事
を

とる
こと

の
支

援

2-
2 

リス
ク

を
小

さ
くす

る
支

援

2 
日

常
的

な
発

症
及

び
再

発
の

予
防
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誤
嚥
性
肺
炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎

は
進

行
が

速
い

疾
患

な
の

で
、短

期
間

に
日

常
の

状
態

か
ら変

化
した

とき
に

は
、迅

速
に

か
か

りつ
け

医
等

に
情

報
共

有
す

る
こと

が
重

要
。

・家
族

や
介

護
者

が
、短

期
的

な
変

化
を

把
握

した
とき

に
迅

速
に

医
療

者
等

の
他

の
職

種
に

つ
な

ぐこ
とが

で
き

る
よ

う、
連

絡
・対

応
体

制
を事

前
に

整
理

し、
共

有
。

・不
顕

性
の

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

可
能

性
も

視
野

に
入

れ
、日

常
の

状
態

との
違

い
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を整
え

る
た

め
、ケ

ア
に

関
わ

る
関

係
者

の
間

で
気

を
配

って
お

くべ
き

兆
候

を
整

理
し共

有
。

・留
意

す
べ

き
兆

候
が

把
握

され
、か

か
りつ

け
医

等
に

情
報

共
有

した
結

果
、必

要
と

支
持

され
た

ケ
ア

が
提

供
され

る
よ

う調
整

。
・具

体
的

に
は

、む
せ

や
咳

の
状

況
、食

事
の

とき
に

の
どが

ゴ
ロゴ

ロ鳴
る

な
どの

様
子

が
考

え
られ

る
。ま

た
、以

前
よ

りも
元

気
が

な
い

、食
欲

が
低

下
して

い
る

な
どの

長
期

的
な

変
化

の
兆

候
を

把
握

。
・な

お
、本

人
に

とっ
て

の
留

意
す

べ
き

兆
候

は
、健

康
状

態
や

生
活

状
態

に
よ

って
一

人
ひ

とり
異

な
る

た
め

、ま
ず

は
本

人
の

日
常

の
状

況
を

把
握

し共
有

で
き

る
体

制
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

・肺
炎

に
よ

って
入

院
す

る
場

合
で

も
、入

院
時

点
か

ら退
院

後
及

び
自

宅
で

の
療

養
に

際
して

の
留

意
事

項
を把

握
し共

有
。

・退
院

後
の

生
活

の
回

復
を円

滑
に

行
うた

め
、入

院
時

に
実

施
され

た
リス

ク評
価

の
結

果
や

、退
院

後
の

生
活

に
お

け
る

指
示

内
容

の
情

報
を把

握
。

・な
お

、入
院

時
点

に
お

い
て

、本
人

が
肺

炎
を

繰
り返

す
リス

クを
小

さく
す

る
治

療
に

資
す

る
よ

う、
日

常
的

に
把

握
して

い
る

本
人

の
摂

食
嚥

下
や

食
事

の
状

況
等

の
情

報
を

、病
院

の
主

治
医

等
に

伝
達

。

4 
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1 

変
化

を
把

握
した

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

13
 短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
事

前
検

討

4-
2 

入
院

後
の

生
活

復
帰

の
見

通
し

の
共

有

4-
2-

1 
入

院
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

しの
共

有

4-
1-

1
変

化
を

把
握

した
とき

の
対

応
体

制
の

構
築

14
 留

意
す

べ
き

兆
候

を
把

握
し

共
有

す
る

支
援

体
制

の
整

備
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

して
実

施

15
 入

退
院

時
に

お
け

る
回

復
後

の
生

活
復

帰
の

見
通

しの
共

有
※

基
本

ケ
ア

とも
重

複
す

る
が

「リ
ス

ク
評

価
」結

果
を

踏
ま

え
て

特
に

留
意

して
実

施

誤
嚥
性
肺
炎

支
援

の
概

要
、必

要
性

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
大

項
目

中
項

目
小

項
目

想
定

さ
れ

る
支

援
内

容
支

援
の

概
要

、必
要

性

・肺
炎

は
進

行
が

速
い

疾
患

な
の

で
、短

期
間

に
日

常
の

状
態

か
ら変

化
した

とき
に

は
、迅

速
に

か
か

りつ
け

医
等

に
情

報
共

有
す

る
こと

が
重

要
。

・家
族

や
介

護
者

が
、短

期
的

な
変

化
を

把
握

した
とき

に
迅

速
に

医
療

者
等

の
他

の
職

種
に

つ
な

ぐこ
とが

で
き

る
よ

う、
連

絡
・対

応
体

制
を事

前
に

整
理

し、
共

有
。

・不
顕

性
の

誤
嚥

に
よ

る
肺

炎
の

可
能

性
も

視
野

に
入

れ
、日

常
の

状
態

との
違

い
に

気
づ

き
や

す
い

体
制

を整
え

る
た

め
、ケ

ア
に

関
わ

る
関

係
者

の
間

で
気

を
配

って
お

くべ
き

兆
候

を
整

理
し共

有
。

・留
意

す
べ

き
兆

候
が

把
握

され
、か

か
りつ

け
医

等
に

情
報

共
有

した
結

果
、必

要
と

支
持

され
た

ケ
ア

が
提

供
され

る
よ

う調
整

。
・具

体
的

に
は

、む
せ

や
咳

の
状

況
、食

事
の

とき
に

の
どが

ゴ
ロゴ

ロ鳴
る

な
どの

様
子

が
考

え
られ

る
。ま

た
、以

前
よ

りも
元

気
が

な
い

、食
欲

が
低

下
して

い
る

な
どの

長
期

的
な

変
化

の
兆

候
を

把
握

。
・な

お
、本

人
に

とっ
て

の
留

意
す

べ
き

兆
候

は
、健

康
状

態
や

生
活

状
態

に
よ

って
一

人
ひ

とり
異

な
る

た
め

、ま
ず

は
本

人
の

日
常

の
状

況
を

把
握

し共
有

で
き

る
体

制
を

整
え

る
こと

が
重

要
。

・肺
炎

に
よ

って
入

院
す

る
場

合
で

も
、入

院
時

点
か

ら退
院

後
及

び
自

宅
で

の
療

養
に

際
して

の
留

意
事

項
を把

握
し共

有
。

・退
院

後
の

生
活

の
回

復
を円

滑
に

行
うた

め
、入

院
時

に
実

施
され

た
リス

ク評
価

の
結

果
や

、退
院

後
の

生
活

に
お

け
る

指
示

内
容

の
情

報
を把

握
。

・な
お

、入
院

時
点

に
お

い
て

、本
人

が
肺

炎
を

繰
り返

す
リス

クを
小

さく
す

る
治

療
に

資
す

る
よ

う、
日

常
的

に
把

握
して

い
る

本
人

の
摂

食
嚥

下
や

食
事

の
状

況
等

の
情

報
を

、病
院

の
主

治
医

等
に

伝
達

。

4
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

4-
1

変
化

を
把

握
した

とき
の

対
応

体
制

の
構

築

13
短

期
的

な
変

化
を

把
握

し
た

とき
の

連
絡

・対
応

体
制

の
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